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さいかち坂校舎竣工

「さいかち坂校舎」正面玄関

矢﨑会長による玉串奉奠



さいかち坂校舎が竣工し，運用を
開始しました
去る３月１７日（土）に「さいか
ち坂校舎竣工式」が挙行されまし
た。式典には，大学関係者，工事関
係者とともに同窓会役員も出席し，
矢﨑会長が玉串奉奠をされました。

移転計画の第一弾として完成したこ
の新校舎は，地上８階地下１階のコ
ンパクトながら機能的に勉学ができ
る設備が整えられています。
水道橋の病院から御茶ノ水駅方向
へ，徒歩約５分の場所にあって交通
の便も良く，４月より登校している

１年生は新しいキャンパスライフを
満喫しているようです。同窓会か
ら，地下１階と３階のラウンジに４
台の電子レンジを寄贈しました。学
生に好評とのことです。今後も，移
転関係の情報は随時掲載を予定して
います。

① ②

③ ⑤④

⑥ ⑧⑦

① 竣工式受付
② ４Ｆ．第１講義室
③ ２Ｆ．第３講義室
④ ５Ｆ．第２実習室
⑤ ８Ｆ．教員室
⑥ ７Ｆ．図書室
⑦ Ｂ１Ｆ．ラウンジの洗口コーナー
⑧ ３Ｆ．ラウンジ
⑨ Ｂ１Ｆ．ラウンジ
⑩ 同窓会寄贈の電子レンジ⑨ ⑩



ふるさと自慢 ～私のお気に入り～

１８７９年，琉球王国から沖縄県とな
りました。それから１３３年，いろい
ろな出来事と共に，時は流れてきた
ようです。
沖縄県は今年，本土復帰４０周年と
なりました。そこで，この地で生ま
れすごしてきた私の沖縄を書いてみ
たいと思います。１９７２年（小学校２
年生の頃），沖縄県本土復帰があり
ました。私は日本人なのに，沖縄県
は日本ではなかった，という事実に
驚きました。どうやら戦争で負けた
事が関係しているらしいと知り，子
供なりに複雑でした。正式には，日
本国籍アメリカ在住という立場で
しょうか。その為，本土へ行く際に
は，パスポートが必要だったようで
す。復帰後，お金がドルから円（１
ドル＝３６０円）に変わるという経験
をしました。子供の頃なので，私に
とってはセント硬貨から円硬貨への
変化なのですが。価値基準がわから
ず，お菓子を買うのにもひと苦労
で，お金が変わるという事は，おも

しろいけれど，なんと不便な事なの
だろうと思ったものです。１号線と
親しまれていた道路も，国道５８号線
と改められました。それには「道路
も年を取るんだねぇ」という，沖縄
おばあの笑い話があります。１９７５年
には，沖縄海洋博覧会が開催され，
大きなイベントに胸を躍らせまし
た。１９７８年７月３０日，日本本土と同
様，車が左側通行となりました。ナ
ナサンマルと言われています。当時
は逆走による事故も多く，歩行者も
気をつけなくてはならない状態でし
た。沖縄で生まれ育ったからこその
思い出です。どんな時も，青い空と
青い海，鮮やかな濃い色の中ですご
してきた気がします。

最近では，沖縄といえば基地問題
があげられますが，いろいろな表情
を持っています。青い海や自然に身
をゆだね，ゆったりのんびり風を感

ぐすく

じるもよし，城や戦跡で歴史の流
れに思いをはせるもよし，沖縄料理
や南国果実を満喫するもよし，文化
芸能を楽しむもよし，自分なりの沖
縄をみつけていただけたらと思うの
です。
沖縄を訪れるすべての人々はもち
ろん，沖縄の事を思う人々，そして
沖縄に住む私達にとっても，心癒さ
れる地であり続けて欲しいと願う今
日この頃です。

（昭和６３年卒 阿嘉由紀美）

私 の 沖 縄

「沖縄の今昔」

沖 縄 県

県立博物館に展示されている沖縄の家

沖縄そば・ジーマミー豆腐・モズ
ク・モーイドウフ



美ら海水族館

本島北部（本部）の高台からの景色

壺屋焼職人の方々がつくった大きな
シーサー

首 里 城沖縄の海の色…

ふるさと自慢



巻 頭 言

東京歯科大学同窓会の副会長に任命されました，昭和
４４年卒業の浮地文夫でございます。浅学非才ではありま
すが，矢﨑会長の足手まといにならないように一所懸命
に務め，伝統ある東京歯科大学同窓会のさらなる発展に
寄与したいと思っております。
私の担当は事業推進部の保険でございますが，保険担
当常任理事の蛯谷先生や保険常任委員会の各委員と共
に，迅速かつ的確な情報を会員の先生方にお届けするよ
うに努力致します。４月の診療報酬改定につきまして
も，新規導入項目の算定方法や注意すべき事項等を，各
委員のご努力によりこの会報に掲載出来ました。改定率
１．７％とごく僅かな上昇ですが，算定要件等を熟知して
診療報酬が１．７％以上上昇するようにして頂きたいと思
います。歯科は診療報酬改定時には点数がアップします
が，時間の経過とともに逓減してしまう傾向が有りま
す。これを防ぐには，これから出されてくる疑義解釈等
を良く理解する必要があると思います。これから順次疑
義解釈の解説等も解り易く先生方にご提供して行きたい

と思います。
さて，平成元年以降の卒業生の支部入会率は年々低下
しており，ここ数年は５０％を大きく割り込んでいるのが
現状です。支部未入会の同窓生の会費納入率は２０％以下
です。８０％以上の方が会費を納入しておりません。この
状態が続けば早晩，同窓会の運営が不可能になります。
私は東京地域支部連合会の会長も，現同窓会長の矢﨑先
生の後任として勤めさせて頂いておりますが，地域支部
連合会も各支部も，新入会員の減少，高齢会員の増加，
会員数の減少，それらに起因する会費収入の減少が毎年
止まりません。未入会者対策は同窓会本部，地域支部連
合会，各支部を含めた同窓会全体の喫緊の問題でありま
す。そこで，本執行部は「より強い会員との連携と母校
への支援」をメインテーマとして，「会員の支部入会の
促進のための具体的手段の検討」を主要テーマの一つに
している訳です。会員・若手ネットワーク専任担当理事
の髙野常任理事を中心として，卒業時や研修医終了時の
オリエンテーション等で同窓会，歯科医師会の役割・必
要性を説明し，歯科医師会への入会，同窓会への積極的
参加を呼び掛けています。また，学生時代から同窓会に
関心を持たせ，何らかの方法で同窓会の事業に参画させ
ることが出来ないかということも検討しています。地区
からの呼びかけも重要だとおもいます。近隣の支部未入
会の先生やご子弟，勤務医等に同窓会参加を勧誘して頂
きたいと思います。
第１０５回歯科医師国家試験の合格率は９７．４％で，国公
立を含めた２８の全歯科大学・歯学部中第１位の成績でし
た。同窓として誇って良い成績です。さすが歯科大学の
雄である東京歯科大学だと思います。その母校の水道橋
移転も順調に進み，３月１７日に「さいかち坂校舎」の竣
工式が行われ，４月から新入生の授業が行われていま
す。また血脇記念ホールが建設される新校舎の建設も順
調のようですが，ホール建設の募金がいまだ予定額の３
分の１程度です。本執行部は「母校への支援」をメイン
テーマに掲げておりますが，大学の発展・充実なくして
同窓会の発展もありません。宜しく，ご協力お願い致し
ます。

副会長に就任して

副会長

浮 地 文 夫
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お 知 ら せ

同窓会事業・行事
●第４０回全国ゴルフ大会
と き 平成２４年９月２７日（木）
ところ 大利根カントリークラブ（茨城県）

●平成２４年度東京歯科大学同窓会評議員会・定時総会
と き 平成２４年１１月３日（土）
ところ 如水会館（千代田区一ツ橋２－１－１）

●TDC卒後研修セミナー２０１２
卒研セミナー
№３ イブニングセミナー２『最新 重度歯周炎患者へのアプローチ』

～プロービングだけでは分らない歯周炎病態の把握～
７月２１日（土）

№４ 臨床実習セミナー１『細菌・抗体検査の実際と歯周外科実習』
～重度歯周炎患者へのアプローチ 実践偏～

７月２２日（日）
№５ イブニングセミナー３『開業医が取り組む摂食嚥下リハビリテー

ション（入門編）』
～診療室からはじめる口腔機能向上へのアプローチ～

１０月２７日（土）
№６ 臨床実習セミナー２『たったこれだけ！MTM！』

～タイポドントでマスターする基本の『き』～
１０月２８日（日）

●TDCインプラントセミナー・マスターコース
開催日程 �７月１４日（土）・１５日（日）

�９月８日（土）・９日（日）
�１０月６日（土）・７日（日）

問い合わせ先：東京歯科大学同窓会
Tel.０３－５２７５－１７６１

理 事
新役員紹介

信越地域選出の高垣順吉理事が平成２４年３月２６日
急逝のため，後任として選出される。
任期は，平成２４年４月１８日から平成２５年１２月３１日
まで。

阿部 晴弘
昭和４６年卒
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地域支部連合・支部関係

母校関係行事・案内

●地域支部連合会会長の交代
平成２４年４月１日付
信越地域支部連合会 阿部 晴弘 氏（昭４６卒）

前連合会長 高垣 順吉 氏（昭４２卒）

平成２４年５月１日付
東北地域支部連合会 黒澤 祐一 氏（昭５１卒）

前連合会長 小野 喬 氏（昭４５卒）
●支部長交代
平成２４年１月１日付
大阪府支部 田丸 秀夫 氏（昭５０卒）

前支部長 西尾 敏生 氏（昭５０卒）

平成２４年２月１７日付
荒川支部 宮下 達也 氏（昭３５卒）

前支部長 磯部 鋿一 氏（昭４０卒）

平成２４年３月３１日付
丸の内支部 髙橋 治好 氏（昭６３卒）

前支部長 大久保信男 氏（昭４６卒）

平成２４年４月１日付
渋谷支部 青木 栄夫 氏（昭４１卒）

前支部長 石川 覬 氏（昭４５卒）

平成２４年４月１４日付
札幌支部 中野 一博 氏（昭４９卒）

前支部長 麻生 博 氏（昭４８卒）

平成２４年５月１日付
宮城県支部 黒澤 祐一 氏（昭５１卒）

前支部長 小野 喬 氏（昭４５卒）

平成２４年６月１日付
世田谷支部 飯田 泰一 氏（昭５２卒）

前支部長 森戸 秀樹 氏（昭４８卒）

平成２４年６月３０日付
新潟県支部 阿部 晴弘 氏（昭４６卒）

前支部長 高垣 順吉 氏（昭４２卒）

●平成２４年度東京歯科大学学会
第２９４回総会 平成２４年１０月２０日・２１日（土・日）

演題締切 ８月２８日（火）

訂正とお詫び

会報「３８５号」に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

Ｐ６１ 逝去会員 下から２人目 誤：遠藤隆平 先生
正：清藤隆平 先生

本会理事高垣順吉先生におかれましては，会務の執行に尽力されておられました

が，平成２４年３月２６日に逝去されました。

享年７１才

ここに謹んで哀悼の意を表し，衷心よりご冥福をお祈りいたします。

お 知 ら せ
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会 務

（平成２４年１月～平成２５年１２月）
会務検討特別委員会委員
◎中 川 杉 生（Ｓ４４卒） ○大 井 誠 一（Ｓ５３卒） 佐 藤 亨（Ｓ５４卒） 鳩 貝 尚 志（Ｓ５４卒）
山 茂（Ｓ５４卒） 池 田 嘉 徳（Ｓ５６卒） 佐 藤 剛（Ｓ５９卒）

総務・厚生部厚生委員会委員
○金 山 昇（Ｓ５７卒） ◎西 山 潔（Ｓ５７卒） 平 井 基 之（Ｓ５９卒） 大 谷 義 之（Ｓ６２卒）
川 越 元 久（Ｈ１卒） 高 橋 秀 文（Ｈ５卒）
協力委員 野 上 宏 一（Ｓ４２卒） 木 俣 茂（Ｓ５１卒）

総務・厚生部ゴルフ大会委員会委員
堀 正 樹（Ｓ５４卒） ◎中 野 正 博（Ｓ５５卒） ○三 島 裕（Ｓ５５卒） 中川路 健 司（Ｓ６０卒）
山 﨑 眞 司（Ｈ１卒） 磯 野 珠 貴（Ｈ４卒） 鈴 木 菜 穂（Ｈ１４卒）
協力委員 大 谷 義 之（Ｓ６２卒）

渉外部渉外委員会委員
黒 田 百 樹（Ｓ４２卒） 髙 橋 哲 夫（Ｓ４６卒） ◎岡 野 祐 三（Ｓ４８卒） 荻 原 英 生（Ｓ４８卒）
○宮 吉 正 人（Ｓ６０卒） 岩 田 昌 久（Ｓ６３卒）
協力委員 山 口 堅 三（Ｓ５２卒） 島 村 大（Ｓ６０卒）

広報部広報委員会委員
◎臼 田 準（Ｓ５３卒） 古 澤 成 博（Ｓ５８卒） 佐々木 葉 子（Ｓ６０卒） 志 村 圭 子（Ｓ６０卒）
○福 井 雅 之（Ｓ６１卒） 渡 邊 宇 一（Ｓ６３卒） 島 田 篤（Ｈ３卒） 西 村 哲 雄（Ｈ４卒）
○山 口 雅 史（Ｈ７卒） 宇佐美 貴 弘（Ｈ９卒） 小 貫 飛 鳥（Ｈ９卒） 横 田 東 生（Ｈ１０卒）
協力委員 三 友 和 夫（Ｓ５４卒）

事業推進部学術委員会委員
◎藤 関 雅 嗣（Ｓ５６卒） ○荻 原 俊 美（Ｓ５８卒） ○加 藤 賢 祐（Ｓ６２卒） 木 暮 隆 司（Ｓ６２卒）
牧 野 寛（Ｓ６２卒） 高 柳 篤 史（Ｈ１卒） ○福 本 恵 吾（Ｈ２卒） 太 田 和 秀（Ｈ３卒）
渋 川 義 宏（Ｈ４卒） 髙 橋 潤 一（Ｈ４卒） 塚 田 威（Ｈ４卒） 花 井 淳一郎（Ｈ４卒）
本 間 敬 和（Ｈ４卒） 相 原 一 之（Ｈ５卒） 大 山 貴 司（Ｈ６卒） 山 本 雅 通（Ｈ６卒）
浅 田 智 宏（Ｈ７卒） 安 藤 友 彦（Ｈ７卒） 野 村 幸 恵（Ｈ７卒） 田 口 達 夫（Ｈ８卒）
石 山 智香子（Ｈ９卒） 渋 谷 英 介（Ｈ９卒） 石 川 一 麿（Ｈ１０卒） 橋 本 佳代子（Ｈ１０卒）
鈴 木 雄 太（Ｈ１１卒） 栁 澤 光一郎（Ｈ１４卒） 大 井 陽 生（Ｈ１６卒） 川 西 慧（Ｈ１８卒）
大 田 恵（Ｈ１９卒） 荒 木 優 介（Ｈ２０卒）
協力委員 山 本 英 之（Ｓ５５卒） 小 林 顕（Ｓ５６卒） 野 嶋 昌 彦（Ｓ５７卒）

西 井 康（Ｓ６１卒） 髙 橋 敬 人（Ｓ６２卒） 田 中 五 郎（Ｓ６３卒）
福 田 謙 一（Ｈ２卒） 伊 藤 太 一（Ｈ６卒） 浅 野 裕 之（Ｈ９卒）

東京歯科大学同窓会各種委員会委員
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佐 藤 留美子（Ｈ９卒） 阿 部 修（Ｈ１２卒） 松 岡 政 之（Ｈ１３卒）
堺 健太郎（Ｈ１５卒） 藤 田 貴 久（Ｈ１５卒）

事業推進部保険委員会委員
大 木 志 朗（Ｓ５８卒） ◎関 川 嘉 昭（Ｓ５８卒） 相 庭 常 人（Ｓ６０卒） ○小 筆 正 弘（Ｓ６０卒）
高 品 和 哉（Ｓ６０卒） 山 口 和 彦（Ｓ６０卒） 南 保 秀 行（Ｓ６１卒） 加 藤 興 一（Ｓ６２卒）
金 子 久 章（Ｈ２卒）
協力委員 渡 辺 裕 三（Ｓ５９卒）

事業推進部大学連携委員会委員
◎加 藤 賢 祐（Ｓ６２卒） 関 根 秀 志（Ｓ６２卒） 相 原 一 之（Ｈ５卒） 浅 田 智 宏（Ｈ７卒）
田 口 達 夫（Ｈ８卒） ○上 田 貴 之（Ｈ１１卒）

事業推進部シンクタンク委員会委員
稲 葉 孝 夫（Ｓ５７卒） ◎髙 柳 篤 史（Ｈ１卒） 太 田 和 秀（Ｈ３卒） ○本 間 敬 和（Ｈ４卒）
安 藤 友 彦（Ｈ７卒）
協力委員 平 井 基 之（Ｓ５９卒）

事業推進部若手ネットワーク委員会委員
○坂 入 道 子（Ｓ５９卒） 岡 村 美恵子（Ｓ６１卒） ◎木 暮 隆 司（Ｓ６２卒） 牧 野 寛（Ｓ６２卒）
橋 本 佳代子（Ｈ１０卒） 栁 澤 光一郎（Ｈ１４卒） 太 田 恵（Ｈ１９卒） 荒 木 優 介（Ｈ２０卒）
協力委員 黒 田 由紀子（Ｓ５７卒） 佐々木 葉 子（Ｓ６０卒）

敬称略 ◎印は委員長 ○印は副委員長

母校国家試験合格率日本一に 第１０５回国家試験の発表がありま
した。母校は，全国の合格率７１．１％
の難関の中，９７．４％の高い合格率を
示し，国立私立もあわせ全国第一位
に輝きました。新卒者１２６人，既卒
者２２名，東京歯科大学を卒業した１４８
名があらたに歯科医として社会には
ばたくことになりました。この数も
日本一でした。

会務も順調にすすみ６月を迎えることができました。矢﨑会長の重点課題である会員対策も「若手ネット
ワーク委員会」において熱い議論がかわされ，近いうちに若い先生の同窓会志向を高め支部に積極的に加入
するようになる妙案も生まれてくるのではと期待を膨らませております。もう一つの重点課題である“大学
とのより強い連携”においても，「大学連携委員会」がスタートし，大学・在校生と同窓とのつがなりが深
まるよういろいろなアイデアが出されるのではと楽しみにしております。

会務アラカルト

第１０５回歯科医師国家試験の合格率
（全国）

受験者数 合格者数 合格率
新卒 ２３１０人 １８８１人 ８１．４％
既卒 １０１５人 ４８２人 ４７．５％
合計 ３３２５人 ２３６３人 ７１．１％

東京歯科大学の合格率

受験者数 合格者数 合格率
新卒 １２８人 １２６人 ９８．４％
既卒 ２４人 ２２人 ９１．７％
合計 １５２人 １４８人 ９７．４％

会 務

5



平成１７年厚労相と文科相との「確
認書」により歯科医師国家試験の合
格基準が引き上げられるようになっ
てから，合格率もさがり，どの学校
でも１００％達成が困難とされていま
した。そんな状況の中，東京歯科大
学では９７．４％と高い合格率を示しま
したことはまさに快挙なのです。
もう一つ注目してほしいことは既
卒者の合格率です。国試浪人という
暗い言葉も巷では使われています
が，今回既卒者合格率は全国で４７．５
％と大変低いものでした。しかし，
東京歯科大学の合格率は，９１．７％と
高い数字を示しました。これも驚く
べき数字で，どんな秘策があったの
か興味をひきます。
５月８日（火）に国家試験の報告
会があり，担当者を慰労する機会を
もつことができました。平成２３年度

第６学年主任の末石研二先生と副主
任の先生方，既卒者主任の佐藤 亨
先生と副主任の先生方，菅沼雅文教
務課長，小倉 等学生課長からのお
話を聞くことができました。ちょっ
とご披露しますと，「学生たちが一
生懸命だった」「余裕のある学生が
他の学生の面倒をよくみていた」
「お願いすると教務課が必要なデー
タを準備してくれた」「個々の学生
としっかりと話す機会があった」な
ど，その状況が目に浮かんできま
す。新卒，既卒のいずれにしまして
も，学生，教員，職員のつながりの
強さと一体感によるところが多いよ
うで，これこそ血脇イズム・家族主
義による東京歯科大学ならではのも
のと思います。
さて今回の結果ですが，母校の学
生レベルそして教育レベルの高さが

立証されました。このことで我々同
窓としましても，母校に対し誇りを
持つと同時に，その大学を卒業した
自分に対しても誇りをもちつい胸を
張って歩いているような気がしま
す。関係者に対し心から敬意を表す
とともに，同窓として感謝の気持ち
でいっぱいです。多くの同窓も同じ
ような気持ちをもち，今後も母校に
対して強力なる応援をしてゆこうと
気持ちを新たにしていると思いま
す。国家試験の基準は今後ますます
厳しくなるとのことです。「がん
ばって」という“気持ちと言葉”に
よる応援も大切ですが，ぜひ同窓一
丸，目に見える応援をしながら来年
以降もよい成績であることを心底か
ら期待してゆこうではありません
か。

新血脇記念ホール建設への協力のお願い

はやいもので新館校舎，本館校舎
ができあがるのが平成２５年といいま
すから，来年には新血脇記念ホール
ができあがることになります。同窓
の協力で血脇先生を記念したホール
を大学と同窓会との絆としてつくり
上げ，大学と同窓会が一体となって
大学の発展そして歯科界の発展につ
ながればと期待します。まさに１２０
年の歴史から，これからの１２０年の
未来への希望につなげる大切な計画
です。どのようなホールが出来上が
るか，今から楽しみです。
さて血脇先生ですが，当たり前の
ことかもしれませんが，母校発展の

ためのみならず，本同窓会誕生にご
尽力され，我々にとっては高山先生
と並び始祖ともいわれる方です。今
から１１７年前の西暦１８９５年，明治２８
年当時，血脇先生は高山歯科医学院
に在籍し，第一回卒業式授与式を行
い，その後の高輪万清楼にて開催さ
れた祝宴会を拡大し高山一門同窓の
会合とすることとしました。これが
東京歯科大学同窓会の始まりで，高
山院長の了承のもと第一回校友会と
してスタートしたのです。初代の会
長・会頭の高山紀齋先生を引き継
ぎ，明治４０年から昭和１８年にわたる
長きの間会長・会頭を務められ，今

日の同窓会の基礎を築きあげていた
だきました。
そして，血脇先生と我々とのかか
わりは大学，同窓会だけではなく，
一歯科医としての今の我々の立場と
も強いつながりをもちます。日本歯
科医師会の誕生，歯科医師法の制定
に誠心誠意かかわり我々歯科医の地
位の向上に尽くされました。そして
日本歯科医師会の会長として大正８
年から昭和２１年にいたるまで務め，
今ある歯科界の枠組みを築いてくれ
ました。こういったリーダーシップ
としての血こそ脈々と東京歯科大学
同窓に受け継がれているのです。冬
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（基本原則）
同窓会改革を進める中，より透明性の高い会務の執行の観点から選挙規則の明文化が望まれている。特にこれま
での会則と施行細則で大きな混乱も無かったことから，従来のやり方を選挙規則で成文化し追認することを基本
として定めることとする。
なお，選挙規則策定に当たっては，公平性，透明性を確保しながらもよき伝統を守る選挙規定とすることを柱と
して，それを具体化するために選挙管理委員会の設置と役割が重要であり，同時に必ずしも投票によらない別段
の方法なども考慮して検討することを目指すべきだと考えている。

の時代を迎えている歯科界を次の世
代に明るい未来をもった世界に変え
てゆこうとする心意気が東京歯科大
学同窓に力強く芽生え，水道橋の地

の「新血脇記念ホール」がその象徴
になればと思います。３年後，２０１５
年が同窓会創立１２０周年になりま
す。いろいろな面でこれからの我々

にかかわりをもつ新血脇記念ホール
建設への協力を，できるだけ多くの
会員の協力をお願いするところなの
です。

選挙規則検討へ会務検討特別委員会の設置

より透明性のつよい会務の運営と
いうことから選挙規則をさだめるこ
とが提案されています。本執行部で

第１回理事会から検討をはじめ２回
の常任理事会での検討をとおし第２
回理事会において選挙規則を定める

うえでの基本的原則をとりまとめ，
会務検討特別委員会に検討をお願い
しました。

水道橋移転・新血脇記念ホール建設のための同窓募金協力の現況（５月９日現在）

寄付ご協力人数 ６４０人（目標６０００人）

支部・団体寄付 ９件

現在までの
寄付申込総額

１億５，７４５万５，０００円（目標：５億円）（９支部・団体寄付を含む）

個人による
寄付申し込みの内訳

地域支部連合会別状況

北 海 道 ２６件 ４６２ 万円

東 北 ３５件 ７８６ 万円

関 東 １８２件 ４，２９８ 万円

東 京 １８４件 ６，３３２ 万円

信 越 ３０件 ７２０ 万円

北 陸 １３件（１） ２５２ 万円

東 海 ４０件 ７２０ 万円

近 畿 ２０件（２） ４８３ 万円

中 国 ３１件（２） ５１９ 万円

四 国 ６８件 ６３２ 万円

九 州 ２０件（４） ５４１．５万円

注：この数字は２０１２年５月９日現在の申し込み状況です。件数は，
団体件数を含み，（ ）内は，支部の団体寄付件数で，金額
は，団体寄付を含んでおります。
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会務検討委員会ではこの基本原則
について検討し，他の同窓会での規
則の収集分析，いままでの東京歯科
大学同窓会での役員選出などを見渡
しながら選挙規則の検討を始めまし
た。１１月３日（土）開催されるに評
議員会にむかって，評議員の先生方
の前にその姿をお出しして，ご意見
をうかがえることができればとスケ
ジュールづくりしております。
（同窓会機構改革の一つとしての選
挙規則の制定）
今回の会務検討特別委員会の諮問
では選挙規則に限ることなく，同窓

会機構改革全般にかかわる幅広い課
題の検討をお願いしております。で
すから特別委員会では，同窓会機構
改革の中の一つとして選挙規則の検
討としてお願いしました。すなわ
ち，大山執行部からはじまりました
同窓会機構改革での継続的に審議す
べきこととして“評議員の選出の際
の一県一評議員選出の２年間経過措
置”，“評議員会のあり方”などが
矢﨑執行部に引き継がれており，こ
の課題をも含めて諮問することにな
りました。別々に委員会を設けては
との意見もありましたが，選挙自体

その舞台は評議員会になる可能性も
あり，評議員会の在り方とも当然リ
ンクしてきますのでこの形になりま
した。さらに，矢﨑執行部の重点課
題，若手の問題，支部未加入の問
題，これも同窓会の機構改革に大き
く関わってきますので，この課題を
も含めて検討してもらうことになり
ました。こうなりますと特別委員会
の先生方のご負担は相当なものにな
るかもしれませんが，皆様方の応援
のもと，何とか頑張って同窓会に
とって良い方向付けをしてくれると
大いに期待しております。

平成２４年度の地域支部連合会総会（支部長会）がスタート

平成２４年度をむかえ地域支部連合
会総会・支部長会が，４月１５日（日）
岡山における中国地域支部連合会総
会でスタートしました。そして，５
月１２日（土）四国地域支部連合会総
会・支部長会，５月１９日（土）北陸地
域支部連合会での支部長・本部役員
との意見交換のための支部長会とが
開催されました。本部役員がご当地
にうかがい，意見交換のみならず，
いろいろなご助言をいただいたり，
過分なるご配慮をいただき，この場
を借りお礼申し上げます。
地域支部連合会との意見交換での
メインの議題は，評議員の選出に際
しての“一県一評議員の経過措置に
ついて”と“評議員会について”で
す。

一昨年の評議員会では，評議員数
削減を目的に今までの支部単位に評
議員を選出する方法から，地域支部
連合会の会員数１００人を単位に評議
員を選出することを提案しました
が，評議員数は半分になるものの会
員数の少ない地域支部では多くの県
の支部長が評議員会に出られなくな
るため対応を検討するよう意見がだ
されました。昨年の評議員会では，
原則は地域支部連合会の会員数に準
じるが，当分の間，すなわち２年を
目途に，経過措置として少なくとも
一県支部から一人は評議員を選出で
きるように人数を増やし，平成２４年
度から取り入れることになりまし
た。しかしこの経過措置の２年間，
この一県一評議員の経過措置につい

て，評議員会について継続的に検討
することを条件にしていまして，ま
ず本年度は各地域からの意見をき
き，これらの意見をもとに理事会，
評議員会で協議することとしていま
す。
３地域支部連合会からのお話で
は，評議員選出に際しての要望，ま
た将来の会費収入減をみこし思い
切って経過措置をなくすべきとの意
見，また一方で一県一評議員制度は
残すべきであるとの意見がでており
ます。今後つづけて，各地域支部連
合会をはじめ各方面からの声を集め
てまいりますので，その際はよろし
くお願いします。
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岡山県支部の８０周年記念誌

昨年１０月１６日。当時の岡山県支部
長斎藤治典先生（現在倉田庸生支部
長）のもと岡山県支部創立８０周年式
典が執り行われ，このたび大変立派
な記念誌をいただきました。真紅の
ハードカバーに燦東歯同窓会岡山の
歩みのタイトルを刻み，１２７ページ
にわたり，岡山県支部の歴史を，江
戸時代から刻銘な記録を紹介しなが
ら現在に至るまでまとめた貴重なも
のであります。岡山県支部は大正７
年に岡友会として発足し，昭和６年
支部として同窓会に設立認可をうけ
その後８０年を経過し，８０周年に至っ
ております。岡山県は高山紀齋先生

生誕の地であり，明治以降歯科医学
の発展に大きく寄与した地域であ
り，同窓会県支部の先輩方も大変活
発に活動されております。今後ます
ます発展されることを祈念いたしま
す。

東日本大震災対策部会

東日本大震災対策部会では第３回
支援金の支給を行いました。被災県
支部に支援の方法をたずねいろいろ
なご意見を頂きましたが，やはりそ
れぞれの県により被災後の状況が異
なり，それぞれの県支部におまかせ
する方が良いとのことから，第２回
支援を行いました３県支部に前回と
ほぼ同じ割合で支援することとしま
した。
宮城県支部 １００万円
福島県支部 １００万円
茨城県支部 ６０万円

計 ２６０万円
なお，ご参考に，第１回支援（平
成２３年６月～７月），第２回支援（平
成２３年１０月）は，それぞれ９５０万円，
５００万円を支給しました。第１回支
援の内訳は，深刻な状況にある同窓

６名に対して特別支援金として計
３４０万円，甚大なる被災があった５
支部に対して一般支援金として計
６１０万円支給しました。第２回支援
として，被災者が多かった３支部に
対して５００万円の支給を行っていま
す。
なお，現在の繰越金は以下の通り
です。
協力件数 ３４０件
協力金額 １７，９１６，８１８円
支援金支出総額 １７，１２０，８６０円

（振込み手数料を含む）
通帳残高 ７９５，９５８円
さて対策部会としては被災地域と
の情報交換をより一層密にし，その
後の被災地情報を同窓会報を通して
全国同窓にお知らせし，被災地域の
先生方と共感をもってもらえるよう

にと考えております。今回は，テレ
ビなどの報道では感じることのでき
ない状況，とくに“決して終わって
いない”ことを，福島県支部長佐藤
正矢先生をとおし西山令生先生にご
執筆を依頼し，さらに震災時岡山の
地から検案に宮城へ身元確認派遣団
の一員として赴かれ，今でも思うと
ころが深い渡辺 治先生にお願いし
ました。
西山先生の文章にあるように，福
島ではいまだに放射能災害は続いて
います。そしてご家族との生活にも
非常に大きな影響が残っています。
また，渡辺先生が書かれたように宮
城では町の復興は進んでいますが，
心の復興は決してなされていないの
が分かります。ぜひご一読のほど，
お願いいたします。
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今朝も地震速報があった。一年が
過ぎた今でも，忘れた頃に地震が起
き，あの日の恐怖を思い出させる。
不安，不眠，悲しみ，そして怒り。

次に起こるかもしれない地震や津
波，原発事故の話題に押され，福島
県は置き去りにされている感じがあ
る。

多くの被災者の苦労はいったい誰
の為に強いられたものなのか。

初めに東日本大震災に際しまし
て，東京歯科大学同窓会，学校法人
東京歯科大学，各大学関係機関よ
り，多大なご支援をいただきました
ことをこの場を借りて厚く御礼申し
上げます。
この原稿依頼の内容を聞いたとき
に正直悩みました。現在の報道等の
あり方は福島県に住んでいても福島
県側がごねているようにしかうつら

ないからです。しかし，「小さいお子
さんをお持ちの同窓の状況を伝えて
ほしい」との依頼に，日々そのこと
に悩みながらも福島で歯科医療を続
けている私どもの現状を，報道等と
は違った角度でお知らせできればと
思い，依頼を受けました。私が開業
している場所は東京歯科大学の同窓
として，現在福島第一原子力発電所
に一番近い診療室かもしれません。

地震，そして避難
さて東日本大震災，それに伴う原
発事故から１年が過ぎました。現況
のご説明をする前にどうしても直後
の状況から改めてご報告せねばなり
ません。平成２３年３月１１日，地震が
起きたとき，私は自分の診療室で処
置中でした。当院はビルの４階にあ
りますが，もしかすると平地にいる
よりも揺れは激しかったのかもしれ

写真左 検視作業
寒い体育館での作業であった。広々と
感じた。日を増すごとに御遺体の損傷
が進み，原形を止めない。しかしなが
ら，歯科医師による作業は結果を左右
する重要な作業であることを痛感し
た。

写真下 津波
家も道路も幼な友達も…全て津波に飲
み込まれた。
見渡せる，景色ではなく，光景。この
地で育った人々にはどの様にうつるの
だろうか。

～福島からの報告～
福島県支部長 佐 藤 正 矢

（昭和５３年卒）

原発事故と私 福島県でおきていること
福島県 西 山 令 生

（平成９年卒）
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ません。診療していた患者さんはア
メリカの方でしたが，さぞかし日本
の地震のすごさにビックリしたこと
でしょう。揺れている瞬間のあのお
顔は忘れられません。最初の揺れが
収まるとすぐに患者さん，スタッフ
の安全を確認した後，ビルの外に避
難しました。
その後，患者さん，スタッフと今
後の行動予定を決め，連絡手段が遮
断されていたため自分も一度家に戻
り家族の安否を確認しました。割れ
たガラスの飛び散った部屋の片付け
などを行い，その日は自宅で一晩を
過ごしました。東北地方，いわき市
沿岸を津波が襲ったことを知ったの
はその晩のことでした。
３月１２日になっても被害の全容は
まったくつかめず，ライフラインも
寸断され，復旧の見込みもまったく
ありませんでした。診療室，自宅と
もに断水となりましたが，妊娠中の
妻と２歳の子供をもつ家庭としては
水が出ないと生活に支障が出るなと
の軽い考えで，妻子を実家に送るこ
とに決めました。すでにそのとき，
常磐自動車道は道路の崩落により閉
鎖されており，海沿いの国道を通る
しかありませんでした。福島県，茨
城県沿岸部の国道は津波により閉鎖
されている場所もあり，度重なる余
震やそれに伴う再度の津波も予測さ
れたことから妻やその実家からは反
対されましたが，押し切って出発し
ました。結果的には正解で，まさに
そのとき東京電力福島第一原子力発

電所が大変なことになっているとは
想像もしていませんでした。

そして原発事故を知る
停電によりほとんど信号が消えて
いた国道を７時間かけて妻の実家に
到着したころは夜中になり，前日か
らの異常な状態にぐったりしていま
したが，テレビで伝えられていた原
子力発電所から煙が上がる状況に目
が離せなくなりました。しかし実は
当初，自分としてはそんなに状況を
深刻にはとらえていませんでした。
数年前には東海村での臨界事故もあ
りましたし，原子力発電所に対する
根拠のない安心感もありました。福
島第一原子力発電所は自宅から約４０
キロ，福島第二原子力発電所は約３０
キロで，つい１ヵ月ほど前には浪江
焼きそば（ご当地グルメ）を食べに
行く途中のランドマークでもありま
した。双葉郡からはインプラントや
矯正の患者さんが多数来院されてい
ましたし，まさかあんな身近な場所
で世界を驚愕させるような大事故が
起こっているなど想像できませんで
した。それからの出来事は報道等の
通りですが，次々と爆発する映像を
見て次第に焦りと不安が頭をよぎる
ようになっていきました。

陸の孤島となったいわき市
断水による日常生活への軽い不安
から，妻の実家へ身を寄せました
が，次々と爆発し状況が悪化してい
く中で，逆に診療室に戻らなくては
という気持ちが高まっていきまし
た。地震のあった時間に診療してい
たアメリカ人の方，地震の日以降予
約の入っていた患者さん，診療室の
院長としては責任があります。何よ
り，今後診療室をどうしていくの
か，もう閉院かもしれないとも考え
ながら，今度は戻ることを家族に反
対されながらもいわきに向かいまし
た。
いわきに戻った私を出迎えたの
は，原発事故による放射性物質の放
出による危険性と，ガソリン，食料
品，日常に必要な様々な物不足でし
た。聞いた話ですが，県境で検問が
行われ，県外ナンバーの車両は引き
返すよう指示されていたようです
（それでも行く場合は自己責任）。
外出は避けるように指示が出され，
消防団の人たちが各家を回っていき
ました。エアコンの使用も控えるよ
うに言われたそうです（放射性物質
が室内に入る恐れがあるため）。原
発事故が起きるまでは元気に畑仕事
をしていた９９歳の祖父がおりました

いわきの位置

地震後診療室
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が，外出をしないように指示が出て
家の中だけにいるようになってから
足腰が弱り，転倒して大腿骨を骨
折，入院中に肺炎になり，１００歳を
目前にして昨年他界しました。
いわき市内はただでさえ，地震，
津波により被災しているところに原
発事故による影響で大混乱に陥り，
放射性物質が放出され外出自粛とさ
れているのに食料品や水を手に入れ
るため，長時間外で並ばなければな
らないという酷い状況でした。私の
診療室があるいわき駅前からは人が
全くいなくなり，ゴーストタウンと
化した街並みとしてテレビにもよく
登場しました。寸断されていたライ
フラインもいつ復旧するのかわから
ず，断水の続く診療室は再開の見込
みが全くありませんでした。
私は妻の実家といわきを行き来し
て食料や水を運んでいましたが，開
通した常磐道を原発へ決死の覚悟で
向かう東京消防庁や自衛隊の特殊車
両とよくすれ違い，それを見るたび
に目頭が熱くなっていました。

そして避難生活は長期化へ
原発事故の先行きは全く見えない
まま，街は不思議と日常を取り戻し
ていきました。いや，日常とはほど

遠い状況でしたが，日々の生活は落
ち着きを取り戻し始めました。私の
診療室も４月から診療を始めること
ができましたが，患者さんはまばら
でした。診療を再開してすぐにいわ
き市を震源とする震度６の余震？が
４月１１日，１２日と連続しておき，地
震の片付けを３回やることになりま
した。その後，震度５が一日に３回
あるなど余震が続きましたが，診療
室は続けられました。診療室が続け
られた大きな原因は，表面上原発に
大きなトラブルがなかったからです
が，現場の作業員の方や人づてで聞
き及ぶ話で実際には報道や政府発表
と違い当初からかなりまずい状況で
あることが推測できました。この状
況で妊娠中の妻をいわきに戻すわけ
にも行かず，出産は避難先でとなり
ました。もちろん，出産後もすぐに
呼び戻すわけにも行かず，家族ばら
ばらの生活が続くことになりまし
た。
私事ですが，一人目の子供の時は
妻が出産から１年弱入院，子供はそ
の間預けることになり，二人目の子
供は避難のため別居，すくすくと
育っていく過程を見られないこと
は，一人の親として非常に残念であ
ると同時に，寂しい限りです。「パ
パ，帰らないでー」と言って，泣き
ながら車を追いかけてきた娘の姿が
今でも忘れられません。
二重の生活により生活費は二倍で
すが，震災の影響による約１ヵ月弱
の休診で，昨年の医業収入は前年と
比較して約３分の２となりました。
また，家族のもとに向かう高速道路
の無料化や各種支援なども次々と打
ち切られ，残念な限りです。

そして現在
現在，長女は４歳，長男は６ヵ月
になりました。日々成長していく子
供たちを傍らで見守ることができな

いことが非常に残念です。いわき市
は福島県の中でも比較的放射性物質
の線量は低く，「家族はいつ戻って
くるのか？」と聞かれることもあり
ますが，しばらく戻すつもりはあり
ません。うちのような自主避難組は
珍しくはありませんが，そろそろ周
囲との気持ちの差も感じ始めまし
た。「いわきは原発も放射能も大丈
夫なのに，なぜ避難させたままなの
か？」，「みんなで復興を目指してい
るのに，なぜ避難させたままなの
か？」などの雰囲気です。もちろ
ん，復興に協力するのは当然と考え
ていますが，今後何もないとの保証
がないことも確かで，毎日にように
余震があるいわき市では，小さな子
供を安心して育てる環境ではないと
感じています。
国内では復興バブルと言う言葉も
あり，福島以外ではそれなりに復興
が進んでいるようですが，福島県は
何よりまだ事故原発からの放射性物
質の放出が続いているという，もう
ほとんど忘れられている事実があり
ます。福島県の災害はいまだに継続
しています。
また，今後いわき市で開業する同
窓がいるとも考えにくく，現在，福
島県浜通りで同窓会最年少の自分は
あと数十年にわたり，最年少だろう
なぁと考えています。
何か書いてくれと言われて，どう
してもネガティブな内容になってし
まいましたが，自分自身としては今
後を前向きに考えています。それは
全国の同窓の先生方からの励ましの
お言葉や温かいご支援をたくさんい
ただいたからです。自分一人の頑張
りでは変えられないものもあります
が，同窓の皆様のご声援は何より心
の支えになります。
これまでのご厚情に感謝するとと
もに，今後も福島県へのご支援，ご声
援をよろしくお願い申し上げます。

市内各所にある線量計
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東日本大震災から一年を過ぎた今
年３月中旬に，気仙沼で開業してい
る同級生の鈴木一雄先生から一通の
メールが送信されてきた。その
「私，海に戻ります」と題された
メールには，一年前の絶望と苦悩に
満ちた様子から徐々に元気を取り戻
している彼の写真が貼付されてい
た。笑顔でお正月に海外から一時帰
国された息子さんとお正月早々趣味
のダイビングに行った時の船上での
写真であった（fig.１）。読み進むう
ちに次の様なとんでもないことが書
いてあった。
『マスコミは被災地で元気な人の
映像を良く取り上げますが，元気で
ない人の方が圧倒的に多いのです。
その中でも行方不明者のご家族の気
持ちは計り知れないものがありま
す。私は昨年末から準備を整え勝手
に一人捜索を始めました。一人のダ
イバーとして海中での捜索です。海
保・県警もダイバーを投入していま
すが，結果は出ておりません。』
新たに中古のボートを譲り受け，
船外機とダイビング用具を揃え，何
と一人でお正月から気仙沼の海に
潜っていると書かれていた。気仙沼
の海は水深４０mで，この時期海底

に冬のドライスーツを着ていても５
分しか滞在できないそうです。いく
らダイビングが趣味で知り尽くした
気仙沼の海とは言え，まさか一人で
ご遺体捜索のため潜っているとは。
気仙沼の行方不明者は現在３２４名，
身元不明者が８３名だそうです。
これを読んで私はしばらく返信す
ることができなかった。後日ただ健
康だけには気を付けて，無理せず
潜って下さいとだけ書いたメールを
送信した。
こういった彼の行動をどう考えれ
ば良いのか，今でも答えを考えつか
ない。

私は人的被害が死者１５，１４６名，行
方不明者８，８８１名を数えた昨年５月
１８日から２４日までの一週間，宮城県
歯科医師会と宮城県警察の要請を受
けて，ご遺体の身元確認作業に従事
するため，岡山県歯科医師会の身元
確認派遣団の一員として現地で身元
確認作業に従事して来た。
昭和４８年に卒業し直ちに山村教授
の病理学教室に入り，その後当時の
東北歯科大学に勤務し，１２年間を福
島県郡山市で過ごしたことから，多
くの知人・友人が東北各県各地にお
り今でもおつきあいを戴いている。
発災当日から何とか連絡を取り安
否を確かめたいと携帯電話，固定電
話，メールをし続けたが，最初に
やっと連絡がついたのは発災３日目
に仙台にいる馬渕量平先生（Ｓ４６年
卒）だった。幸い被害はなく，ライ
フラインが止まっているだけと言う
ことであった。その後続々と連絡が

とれそのほとんどが診療所は被害に
あったが，住宅は被災を免れ，人的
被害もなかったと言うことで，不幸
中の幸いと胸を撫で下ろした。発災
から２ヵ月を過ぎ，いつになったら
身元確認の要請が来るかと思ってい
た頃，前述した５月中旬に要請を受
け，慌ただしく現地へ向かった。
今回の派遣を前に，
１．歯科医として犠牲になられた方
の人間としての尊厳を守るために
も，きちんと身元確認を行い一刻
も早くご遺族の元へお帰しする。
２．被災された方に安易に「頑張っ
て」とは言わない。
この二つの誓いを立てて現地に赴
いた。
東京からの車窓の風景は所々ブ
ルーシートを掛けた屋根はあるもの
のそんな大規模な地震があったとは
思えない，昔懐かしい東北の初夏の
風景であった。
仙台到着後，県警が用意してくれ
たホテルに入り，我々と交代の山梨
県歯科医師会の先生と会うことがで
き，色々情報収集が出来た。
午後７時に宮城県歯科医師会館に
集合し，そこで宮城県歯大規模災害
対策本部身元確認班長・江澤敏光先
生，宮城県警刑事部機動鑑識隊・
伊藤哲雄隊長から現在の現地の状
況，ご遺体の捜索状況，実際の身元
確認手順など（福島方式と言って日
歯のチャートとは若干違う）の説明
があり，すでに発災２ヵ月を経過し
ていることもあり，顔貌での確認は
無理なので，歯科レントゲンでの確
認をしたいので，出来るだけご遺体

「頑張って」と言える日まで
岡山県 渡 辺 治

（昭和４８年卒）

fig.１
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のレントゲン撮影をお願いしたいと
のことで，デジタルポータブルＸ線
装置（DEXICO）の使用説明と撮
影の実習を行った。
翌１９日から毎朝県警迎えの車両で
県警本部に一旦集合し，現地の状
況，その時のご遺体数などのブリー
フィングを受け，４班に分かれてこ
の時ご遺体の検案，身元確認の出来
る遺体安置所である角田市旧角田女
子高校・石巻市旧石巻青果・花き中
央卸売市場・南三陸ベイサイドア
リーナ５６・気仙沼市すぱーく気仙沼
の４カ所に分かれて当該安置所へ向
かった。
初日私は宮城県の南端福島県に近
い角田市へ向かった。仙台市内を抜
け仙台東部道路に入ったあたりから
水田地帯に多くの漁船と破壊された
車両が目につくようになり，名取
川，阿武隈川の堤防と直角に交差す
る所では，それらが山のように集積
し，津波の威力にただ驚くばかりで
あった。倒壊した家屋は原型すらと
どめず畑の中に瓦礫となり散乱して
いた。遠く雪を戴く蔵王連峰は朝日
に輝き何事もなかったかのように美
しく，現実の風景との違いに言葉な
く見つめているだけだった。
旧角田女子高校に到着後，直ちに
４例の照合があった。午前中運び込
まれるご遺体もなく，同行の東京都
監察医務院の高橋先生から発災当日
から運び込まれたおびただしい数の
犠牲者の話を聞き，一瞬にして愛す
る家族，友人，知人を失った人の気
持ちを考えると一刻も早く身元を確
認し，それぞれの家族の元へお返し
することが，我々の務めだと改めて
心に誓った。この日までここには
９３２体ものご遺体が運び込まれてい
た。安置所には未だ身元確認がされ
ていないご遺体も含め，多くのご遺
体が安置されていた。
買って来たコンビニ弁当の昼食を

高校のグラウンドでとり，一休みし
ているところに警察電話で，岩沼警
察署にご遺体搬送ということで，直
ちに岩沼署に向かった。ご遺体は７０
歳位の男性。近くの水田の瓦礫の中
から発見されたそうで，持っていた
免許証から住所，氏名が判明しかか
りつけ歯科医のカルテのコピーが添
付されていた。警察官による検視が
終わり，高橋先生の検案後，我々の
検死・チャート作成が行われた。こ
の男性は上下顎総義歯で義歯装着の
まま発見され，添付してあるカルテ
と義歯の修理痕が一致し，幸いにも
即座に身元確認がなされ，ご遺族に
引き取られた。
この時期さすがに東北とはいえ，
気温も２０度を超すこともあり，ご遺
体の腐敗・損傷が激しく，ご遺体が
搬入されるたびに若い警察官が数人
でご遺体の洗浄を行ってくれ，ある
時は頭髪を愛しむ様に櫛を入れる姿
に，感謝の気持ちと彼らの使命感に
頭の下がる思いがした。
翌日はこの時期でもまだまだご遺
体の収容が多い日で十数体もある石
巻市の旧石巻青果・花き卸売り市場
へ向かった。１０時前現地到着。警察
車両で準備し，市場入り口を入ると
ヘドロと屍臭の入り混ざった独特の
臭気が鼻をつく。すでに数体のご遺
体が搬送され，警察官による検視が
始まっていた。ここには警視庁の
チームが派遣されていた。
我々も直ちに前日からの照合作業
にとりかかる（fig.２）。午前中照合

３件，検死３体をこなした所で昼
食。警察車両の中で食事をとる間
も，安置所にはご遺体を引き取るご
遺族の方，また今なお行方不明の家
族を捜す人が後を絶たず，未曾有の
震災・津波の残した被害の大きさを
改めて思い知らされた。
突然愛する家族，知人友人を突然
失った人達の胸の内を思うと，何と
も理不尽な腹立たしさを覚えるが，
自然を前にした人間の弱さ，無力さ
を感じざるを得なかった。
昼休みに警察の計らいで，被災地
区を案内してもらった。旧北上川を
中心に広がった人口１６０，０００人の暮
らす石巻に，私も福島在住時代家族
で２度ほど訪れたことがあるがどこ
がどこか皆目見当がつかない程破壊
され，瓦礫の山となっていた。
旧石巻青果・花き卸売り市場には
発災直後１７日には５００体，二週間後
１，０００体，三週間後には１，５００体もの
ご遺体で広い場内は満杯になったそ
うで，余りにも多くのご遺体に焼却
炉の手配も間に合わず，ご遺体の損
傷，感染症の発生なども考慮して，
行政はついに焼却なしでの仮埋葬に
踏み切った。我々が訪れた時も旧北
上川河川敷の公園の一角に，仮埋葬
場が設置されていた（fig.３）。小さ
な木の板に名前が書かれ，あるいは
身元確認されていないご遺体は番号
だけが記されていた。このような形
で家族を祀らなければならないとし
たらどんな気持ちか，その心中は察
するに余りあり，思わず手を合わさ

fig.２ fig.３
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ずにはいられなかった。
午後からも４件の照合と２体の検
死を行い一日の任務を終えた。仙台
への帰路についた直後，警察無線で
更に３体のご遺体が搬送されたとの
情報が入ったが，やむなく翌日へ積
み残した。
この日市内最大の避難所である湊
小学校近辺の港湾を中心とした行方
不明者の一斉捜索が行われていた関
係で，搬入されるご遺体も多かった
ようだ。
今回の身元確認作業で使われた
チャートは，普段我々が使用してい
る日歯のチャートとは違って，福島
方式と呼ばれ，立体的に各歯の充塡
物等の記載が可能で，より正確な情
報を得ることができる。しかしこの
方式に慣れない我々には最初戸惑い
があったのも事実で，今後のことを
考えると最も効率的な記録形式を統
一して欲しいと感じた。
翌日８時に警察からの迎えの車で
県警本部へ。今日は最も遠い気仙沼
への移動。同級生の鈴木先生の無事
は岡山を出発する数日前に確認して
あり，私が１９日から２３日のどこかで
気仙沼に行く旨伝えてあった。後日
先生からのメールで知ったことだ
が，先生は発災３日後から我々が行
く直前まで２ヵ月の間２日行って１
日休み，２日行って１日休むという
過酷な身元確認作業を続けていた先
生の歯科医として，また人としての
行動にはただ頭が下がるだけだ。
気仙沼まで約２時間半の道のり
は，途中支援物資を運ぶトラック，
自衛隊の車，警察車両でかなり渋滞
していた。ようやく１１時前に気仙沼
の検案・安置所であるすぱーく気仙
沼に到着。早速１体の検死を行い，
チャート作成。お昼過ぎ鈴木先生が
訪ねて来てくれる。卒業以来一度も

会ってはいないが，学生時代そのま
までお互い頭が少し薄くなったほか
は余り変わっていなかった。先生か
ら発災当日のことを色々聞いている
間にも，２体のご遺体が搬送され，
先生も手伝ってくれて検死を終了。

ししおり

ここでのご遺体は，特に鹿折地区
からのそれは，津波後大火災が発生
したこともあり，焼死体が多かっ
た。我々の検死したご遺体もすべて
焼死体であった。
DNAでの身元確認用に臼歯の抜
歯を依頼されることも多く，特に炭
化してしまったご遺体では男女の性
別もつかず，このような場合歯によ
るDNA鑑定は有効だと思われる。
しかし今回のように家族全員が亡く
なっている様なケースでは，対照と
なるDNA資料もなく困難を極め
るのではないだろうか。
この日の仕事が終わり，「とにか
く身体には気をつけて，今度は楽し
いことで会いたいものだね」と話し
別れを告げて車に乗り込んだ我々
を，ハンカチを目に見送ってくれた
先生の思いはどのようなものだった
のだろうか。発災当日から常に恐怖
と絶望と緊張に苛まれていたに違い
ない先生はそれでも歯を食いしばっ
て凄惨な身元確認作業に従事し，お
びただしいご遺体を検死していた。
遠路訪ねて行った同級生に一瞬気を
許してくれたのか。一緒に写った写
真を見ても先生の深い苦悩が見て取
れる（fig.４）。「頑張ってな」と，
そこまで出かかったが思いとどまっ
た。頑張っているに決まっている
し，もうこれ以上何を頑張れと言う
のだという気持ちだと思う。我々が
何となく「頑張れ」という一言がど
れほどその人に絶望を呼ぶか。口に
出さなくて良かった。
私が訪れたとき患者さんの半数近

くが被災され，７０名近くの方が亡く
なったと話してくれたのを思い出
し，彼の患者さんを思う気持ち，歯
科医としてのひたむきな誠実さをみ
た思いがした。笑顔の戻った彼に，
今度こそ「頑張れ」とエールを送り
たい気持ちだ。
気仙沼での作業のあと再度旧角田
女子校，旧石巻青果・花き卸売り市
場での検死・身元確認作業を終え今
回の任務を終了した。

最後にこの大災害に直面し，我々
歯科医に何が出来ただろうか。日本
歯科医師会の動きは迅速であったと
思う。発災当初から全国的に身元確
認のための歯科医や医療支援チーム
を派遣し救援物資を送り義援金の募
金活動も各都道府県歯科医師会を通
じて行ってきた。ただあれから一年
を過ぎ被災地から離れれば離れるだ
け，あの忌まわしい出来事が風化し
て行っているように感じている。
実際私の診療室でも話題にすら上
らなくなっている。被災地を見，現
地の風を肌で感じ，匂いを嗅いだ者
の一人としてこれからはこのことを
語り継ぎ，「風化させない」ことが
最も必要なことだと感じています。
「皆から忘れられていない」と被災
した人達が思えることこそ我々に出
来る最大の支援ではないだろうか。

fig.４
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平成２３年度の卒業生に対する，同
窓会新入会員オリエンテーション
が，３月１５日（木）に千葉校舎第４教
室でおこなわれました。
同窓会から新入会員へ，東京歯科
大学同窓会会員章をはじめ，同窓会
案内・同窓会役員名簿・支部長名
簿・会則・平成２４年２月号会報・
TDC卒後研修セミナー２０１２案内お
よびプログラム・インプラントセミ
ナー２０１２プログラム・特別受講申し
込み書・割引券・割引券利用案内
が，今年度新たに作成された同窓会
バインダーの中に納められて渡され
ました。また，会員名簿は持ち帰っ
ていただくには重いので，後日配送
の準備がされました。オリエンテー
ションは今年度より同窓会常任理事
として大学連携委員会を担当されて
いる河田英司教務部長が司会をさ
れ，卒業生も緊張の中にも和やかに
始まりました。はじめに矢﨑秀昭会
長から「大学の同窓会は，高校まで
の同窓会と違い，社会に向けての
ネットワークに繋がり一生涯仕事を
続けていく上での基盤となる。１２０
年を誇る同窓会が皆様を支援する」
との励ましのお言葉が贈られまし
た。続いてスライドを使ってプレゼ
ンテーションがおこなわれました。
藤関雅嗣学術委員長からは，東京歯
科大学同窓会の組織・構成について

説明がされ，本学の卒業生は卒業時
に全員が入会し永久会員であるこ
と，そして必ず帰省先・居住地・大
学のどこかの支部に属し，移動の際
には速やかに届け出をする義務の理
解をもとめました。また，学術委員
長の立場から東京歯科大学同窓会は
全国に先駆け１９７５年より卒後研修セ
ミナーが開催され高い評価を得てい
ること，また生涯研修および臨床家
の視線での研修の重要性および学術
委員会活動全般の説明がされまし
た。若手ネットワーク委員会髙野常
任理事からは，「ようこそ同窓会へ
―歯科医師への第１歩―」という
テーマで，自分の開業実態の紹介か

ら，女性歯科医師ならではの視線
で，結婚・出産・育児・家事ととも
に仕事を続けるワークバランスの大
切さ・同窓会・歯科医医師会・大学
を通じた社会性を持つことの必要
性，そして「―１人で頑張りすぎな
いで―」というメッセージが告げら
れました。最後に財部正治総務担当
常任理事より，事務手続き案内・配
布資料確認がされました。卒業式を
翌日に控えた中でのオリエンテー
ションでしたが，新入会員の真面目
な視線に，ともに協力し合い，若手
の活躍を同窓会が心より応援してい
く責務を感じました。

青 木 栄 人
赤 木 真 理
浅 井 雅 敏
後 村 純 史

阿 部 玲 子
荒 川 啓太朗
飯 島 佑 斗
伊 尾 歌 織

井 口 達 也
生 地 拓 也
池 田 朋 子
石 川 宗 理

伊 藤 宗一郎
伊 藤 泰 隆
岩 脇 清 一
海老沼 愛 子

遠 藤 大 雅
大久保 康 彦
大 森 裕 子
大 山 陽 子

新入会員（卒業生）に同窓会のオリエンテーション実施

平成２４年度 新入会員（第１１７回卒業生）

氏 名 氏 名 氏 名 氏 名 氏 名
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岡 嶋 伶 奈
岡 田 好 広
岡 村 祐 利
小 川 真
奥 原 優 美
小 高 研 人
小田嶋 秀
小 原 拓 真
梶 田 真 央
柏 村 昇
加 藤 博 智
加 藤 真 麻
金 田 勇 輝
川 上 響 子
川 上 洋 一
川 上 良 明
北 澤 正太郎
北 村 啓
北 村 慶
金 亨 俊
久 保 宗 平
熊 澤 由 記

黒 岩 功
郡 司 秀 美
河 野 立 行
小 谷 隆 博
小 西 浩 介
小 林 孝 誌
小 林 俊 亮
小 林 真 也
五 味 由 季
斉 藤 美 香
坂 田 龍
佐 古 亮
佐 藤 彩 乃
佐 藤 淳
佐 藤 譲 哉
佐 藤 涼 一
佐 野 陽 祐
椎 貝 康 彦
塩 崎 雄 大
清 水 耐 我
清 水 春 紀
杉 内 亜紀奈

杉 山 修 平
鈴 鹿 里 沙
鈴 木 愛 乃
鈴 木 克 彦
鈴 木 惇 也
住 谷 雄 大
関 川 翔 一
髙 島 理恵子
髙 野 まどか
髙 橋 俊 胤
髙 橋 真 緒
髙 本 理 敏
多 田 海 人
玉 手 秀 典
田 村 朋 果
露 木 悠
土 岐 真里佳
永 井 宜 子
中 村 圭 喜
中 山 総一郎
名古屋 美 乃
沼 田 由 美

根 木 沙枝子
野 口 知 玲
野 添 陽 平
萩 原 綾 乃
服 部 寛 子
鳩 貝 翔
花 房 秀 行
林 佑 樹
林 原 貴 徳
原 田 麗 乃
平 木 圭 佑
平 田 淳 司
平 野 敬 昌
平 山 皓 一
福 田 有美香
藤 倉 國 尚
藤 野 美 紗
藤 原 亘
船 越 彩 子
古 川 和 奈
古 山 遼
風呂本 健

堀 文 子
堀 口 美 貴
堀 米 裕 美
前 山 恵 里
松 木 雄二郎
丸 茂 悠 樹
三 島 倫太郎
三 邉 正 樹
宮 島 美 樹
宮 本 佳 奈
村 松 優 樹
茂 木 知 宏
望 月 正 太
薮 下 雅 子
山 下 健太郎
山 澄 尚 大
山 田 晃 輔
吉 村 慎一朗
渡 邉 淳 司
渡 邉 美 貴

以上１２８名

（千葉病院にて）
平成２４年３月２１日（水）に千葉病
院の２３年度の研修医（９０名）に対し
て，大学及び総合診療科のご理解の
もと，臨床講義とともに矢﨑会長と
宮地副会長による同窓会や歯科医師
会についてのオリエンテーションが
行われました。昨年は東日本大震災
により，卒業時の同窓会についての
説明会が行われなかったこともあ
り，同窓会の組織の紹介，会則や各
種の案内文，卒後研修セミナーのお
知らせなどの配付と共に，同窓会か
ら研修医に贈呈する「保険の解説
本」の送付先の登録などをしてもら
いました。

氏 名 氏 名 氏 名 氏 名 氏 名

研修医（修了者）への同窓会，歯科医師会についてのオリエンテーション
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宮地副会長はまず哲学者の堀
秀彦随筆，正岡子規の仰臥漫録を引
用し食べることや歯の重みについて
紹介し，次に３０年以上に及ぶ長期症
例からその時間経過を辿り，歯の喪
失をどう受け容れ，どのようなコー
スを予測し，どの時期にどんな対応
を選択したか，そして結果をどのよ
うに評価し考えたか，次の臨床にど
う生かしていくかという臨床講義を
おこないました。その話の途中や講
義の後に，特に本学同窓会が誇る卒
後研修について，生涯研修の重要性
と，さらに若手同窓の支援のための
研修会の開催についての説明が行わ
れました。特に歯科医師へのスター
トラインに立った臨床研修医がこれ
からの生涯学習に取り組む姿勢につ
いて，学生は“理解し納得”する学

習方法だったが，臨床では“体験し
体得”することが大切でその“納得
から体得”への切り替えこそが卒直
後の大きな課題だと強調され，その
ことを主題とした若手向けのベー
シックセミナーを同窓会学術で企画
していること，卒直後に受講した若
手の体験レポートも一緒に紹介され
ました。

矢﨑会長からは高齢社会における
義歯を中心とした臨床についての講
義の後，同窓会の組織機構，存在意
義，さらに歯科医師会の果たしてい
る社会的意義についての説明が行わ
れました。研修医修了後は必ず地域
の同窓会各支部に所属し，生涯に
渡って共に歯科医療に取り組むこと
から，母校及び同窓会員同士の連携

の必要性についての話がありまし
た。
特に最近は歯科医師会に入会しな
い傾向が強いことから，歯科医師会
の果たしている役割についての解説
がありました。その中で，最近発刊
されました日本歯科医師会の大久保
会長が編纂された，「生活の医療」
（生きる力を支える歯科医療）の本
を配付し，現在の歯科医療は全身の
健康に関与し，特に健康な長寿を支
えるために不可欠であるとの話があ
りました。
研修医の方々は皆さん大変熱心に
受講されておられ，そして４月２２日
に開催された，第１回目の卒後研修
セミナー（ベーシックセミナー）へ
多くの方が参加の申し込みをされま
した。

（水道橋病院にて）
平成２４年３月１９日（月）水道橋校舎
６階研修室で，東京歯科大学水道橋
病院歯科医師臨床研修終了式後，研
修医にむけて，同窓会オリエンテー
ションがおこなわれました。終了式
は９時より古澤成博研修管理委員会
委員長の司会のもと，研修医ひとり
ひとりに修了証が授与され，髙野
正行副病院長より訓辞があり，そし
て症例報告会優秀賞の発表がありま
した。
引き続き，若手ネットワーク委員
会担当髙野博子常任理事から，東京
歯科大学同窓会の組織・構成につい
て説明がされ，同窓会会員になった
自覚を持って今後は必ず帰省先・居
住地・勤務先（大学含む）のいずれ
かの支部に属し，移動の際には速や
かに届け出をする義務の理解を求め

ました。また参加者の１４名中９名が
女性という状況も踏まえ，女性歯科
医師のワークバランスの大切さ，生

涯の研修の重要性から卒後研修セミ
ナー参加を呼びかけました。

会 務
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通信欄

本年の同窓会会員親睦ゴルフ大会は，長年に渡りこの
事業の発展に尽くされてこられた同窓会ゴルフ大会委員
と茨城県支部の方々のご尽力により１９６０年にオープンし
ました名門の「大利根カントリークラブ」にて開催され
ることとなりました。
大利根ゴルフ場は日本オープンはじめ多くのプロ競技
が行われ，歴史に残る名勝負が刻まれております。シン
グルの方から，ゴルフを始められたばかりの方まで，素
晴らしいコースを満喫して戴けると思います。
前ゴルフ大会委員長の酒井雄学先生には本当に長年に
渡りこの大会の発展にご尽力賜わり，誠に有難うござい

ました。本年から中野正博先生（Ｓ５５年卒）が委員長に
なられ，諸先輩のご指導を賜わりながら，若い世代の委
員の方々が中心となって運営をされることとなりまし
た。出来るだけ幅広い年代から，より多くの会員の方々
の参加を戴き，この会の目的である同窓の親睦と連携を
深める大会になるよう種々企画されております。
長年に渡りご参加賜った先生には，今後とも絶大なる
ご協力をお願い申し上げますとともに，初めて参加され
る先生や女性の方々のご参加も宜しくお願い申し上げま
す。

第４０回同窓会主催全国ゴルフ大会

会員親睦ゴルフ大会へのお誘い
会長 矢 﨑 秀 昭

����������������������������������キ�リ�ト�リ�線��������������������������������������

第４０回 同窓会主催全国ゴルフ大会申込書

所属支部名 氏 名 卒業年度

住 所〒 TEL（ ） －

生年月日
ハンディキャッブ
（プライベートでも可）

参加費７，０００円を添えて申し込みます。

東コース １番ホール 東コース ４番ホール

19



第４０回ゴルフ大会は，茨城県大利根カントリークラブ
東コースにて開催いたします。
当コースは日本を代表する林間コースで，日本オープ
ン，日本女子オープン，レクサス選手権など数々の公式
競技が行われた戦略性と完成度の高いコースです。
会員各位におかれましては奮ってご参加くださいます
ようお願いいたします。

開催日時 平成２４年９月２７日（木）
会 場 大利根カントリークラブ 東コース

〒３０６‐０６３３ 茨城県坂東市下出島１０
TEL ０２９７－３５－１３４４
FAX ０２９７－３５－１３４８

交 通 車 利 用 常磐自動車道
谷和原 ICから１２km
（柏ICからは渋滞が予想されます）

電車利用 つくばエクスプレス
守谷駅下車約３０分
守谷駅西口よりクラブバス
（要予約・前日１５時まで）

競技方法 １８ホールスストロークプレイ
（ダブルペリア方式）

参 加 費 ７，０００円（含パーティー費，賞品代）
その他は個人払いとします。

参加人数 １６０名
申込期間 平成２４年７月１日～７月１５日
申 込 先 東京歯科大学同窓会ゴルフ大会係宛

〒１０１‐００６１ 東京都千代田区三崎町２－９－１８
TEL ０３－５２７５－１７６１

申込方法 参加申込書に所定事項記入の上，会費７，０００
円を添えて，現金書留封筒でお申し込み下さ
い。クラス会単位その他のコンペ同時開催に
よる一括申し込みの場合も申し込み時に必ず
全員の参加申込書と会費を添えてください。
なお，電話での受付はいたしません。

追 記 本大会についての詳細は大会実施要項とし
て，参加申込み手続き終了の方に直接お送り
します。その他ご質問お問い合わせ等は下記
委員にお願いいたします。
中野正博 TEL ０３－３８６２－６４８０

◎宿 泊 下記に各自お申し込みください。（割引なし）
東横イン（つくばエキスプレス守谷駅前）
〒３２０‐００１５ 守谷市中央２－１６－９
TEL ０２９７－４７－１０４５

プレー料金 ゴルフ場のご厚意により昼食込み１９，８００円

第４０回同窓会主催全国ゴルフ大会ご案内

東コース １２番ホール

ゴルフ大会
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第２回理事会

平成２４年３月１７日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ３２名
議長 矢﨑会長

会長挨拶
各委員会も立ち上がり，会報も発行され，安心してい
る。また１５日には母校卒業生に対する同窓会オリエン
テーションを行い，若手会員対策をアピールすることが
出来た。協力いただいた髙野常任理事，藤関委員長に感
謝する。
本日はさいかち坂校舎竣工式でもあり，行事が重なる
ため円滑な進行をお願いする。

黙 祷
川崎支部・小島薫正氏他１４名のご逝去を悼み，謹んで
哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告および承認
１）平成２４年２月１７日から平成２４年１２月２５日までの日程
を報告。
２）各部報告
⑴ 総務・厚生部：①支部長交代について１件報告，
承認。②支部長退任時の感謝状ならびに記念品の贈
呈について１件報告，承認。③３月１５日現在の支部
長名簿を配付，報告。④各種委員会委員の委嘱につ
いて報告，承認。⑤逝去会員について，規定により
弔慰共済金を支給した旨の報告，承認。⑥厚生委員
会報告。⑦母校創立１２０周年記念事業募金状況報
告。⑧情報ネットワーク推進会議報告。⑨同窓会会
務運営協議会報告。⑩東日本大震災対策部会より罹
災見舞金１件支給した旨報告，承認。⑪東京歯科大
学病院診療録指導委員会委員推薦について報告，承
認。
⑵ 渉外部：①渉外部委員会報告。②東歯関係日歯役
員・代議員，都道府県歯会長と同窓会役員との懇談
会について報告。
⑶ 広報部：①広報委員会報告。②同窓会HPアク
セス状況の報告。
⑷ 事業推進部：①事業推進部全体委員会・企画会議
報告。②学術委員会報告。③TDC卒後研修セミ

ナー２０１２，インプラントセミナ・マスターコースに
ついて説明。④保険委員会報告。⑤シンクタンク委
員会報告。⑥若手ネットワーク委員会報告。新入会
員および研修医修了者へのオリエンテーションに対
する説明。

各地域選出理事報告
１）早速理事（東京）
文書により事業日程について報告。
２）太田理事（東海）
文書により事業日程について報告。
３）小徳理事（中国）
口頭により事業日程について報告。
４）久保田理事（四国）
①支部に東歯在校生・卒業生の情報が少なく，どこまで
情報提供してもらえるか母校と検討してほしい旨，要
望。②連合会開催に当たり，会員数が少ない時には近
隣の支部が協力する事を検討していくとの報告。

協議事項
⑴ 同窓会役員選挙規定の基本原則について協議の結
果，承認。
⑵ 「同窓会役員選挙規定」について，選挙規則制定に
向けて特別委員会を立ち上げ諮問する提案に対し，協
議の結果，諮問に対しては承認，諮問内容の文言につ
いては会長一任とする。
⑶ 第３回理事会を移動理事会とする旨の提案があり，
協議の結果，承認。
⑷ さいかち坂校舎竣工式祝金支出について承認。
⑸ 会費，共催負担金納入延期願いについて２件承認。
⑹ 会費，共済負担金納入免除願いについて１件承認。
⑺ 罹災共済金の支出について１件承認。
⑻ 評議員選出の依頼と届出要項について協議の結果，
承認。
⑼ 東日本大震災対策第３回支援金を３支部に支給する
ことについて協議の結果，承認。
⑽ 支部，地域支部連合会と本部との連携強化に対する
方針について確認。
⑾ 同窓会組織改革の経過措置のあり方・評議員会のあ
り方について，支部連合会・支部長会の意見を伺いな
がら方向性を見いだしていきたい旨の提案があり，協
議の結果，承認の上継続審議とする。

理事会のうごき
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渉 外

第１７０回日歯代議員会１日目の３
月８日（木）の午後６時より飯田橋の
ホテルメトロポリタンエドモント３
階「千鳥」において東歯関係日歯役
員・代議員，都道府県歯会長と同窓
会役員の懇談会が開催されました。
出席者は，東歯関係の日歯役員５
名，日歯代議員１８名，都道府県歯会
長５名，同窓会役員２１名，そして，
ご来賓として母校の金子 譲理事
長，井出吉信学長にご列席頂きまし
た。
佐々木眞澄常任理事の司会進行
で，まず，宮地建夫副会長が開会の
辞を述べ，つづいて，矢﨑秀昭会長
より「大震災より１年が経過した。
被災された方々には，改めてお見舞
いを申し上げたい。同窓会員数が減
少する一方で，全国各地域で活躍さ
れている同窓も少なくない。今後，
若手会員，女性会員への対策が重要
課題と考えている。母校の移転も順
調に進んでいるので，今後より一層
の母校への支援・協力をお願いした
い」との挨拶があった。
この後，大久保満男日歯会長，村上
恵一日歯専務理事，柳川忠廣日歯常
務理事と，高木幹正日歯連盟会長，
島村 大日歯連盟理事長とが順次ご
来場になり，大久保日歯会長と高木

日歯連盟会長より，それぞれ日頃よ
りの会務への協力のお礼を含めたご
挨拶を頂戴しました。
つづいて，ご来賓の金子理事長と
井出学長より，同窓の支援に対する
お礼と，「大学移転は順調に進んで
いる。移転の効果が大学への志願者
数にも表れて順調である。素晴らし
い新血脇記念ホールにしたいので，
今後一層の支援をお願いします」と
のご挨拶を頂戴しました。
つぎに出席者の紹介にうつり，そ
の中で，日歯常務理事の冨山雅史先
生（昭和５７年卒）と中島信也先生（昭
和５９年卒），日歯理事の森原久樹先
生（昭和４３年卒）と中村宣夫先生（昭
和５５年卒）から，それぞれご担当の
会務内容につきご紹介頂きました。

この後，浅野薫之日歯代議員の座
長のもと懇談会は進行され，第１７０
回日歯代議員会の総括報告を藤原
元幸日歯代議員より頂戴し，つづい
て同窓会の会務報告を髙橋義一専務
理事が行い，最後に，梅村長生副会
長が閉会の辞を述べました。
この後，会場を２階の「悠久」に
移した懇親会では，加藤木 健副会
長の開会の辞，矢﨑会長挨拶，そし
て大山萬夫同窓会名誉会長の乾杯の
発声で，懇親会は終始和やかな雰囲
気の中進行し，出席した各日歯代議
員，都道府県歯会長より，それぞれ
スピーチを頂戴しました。
最後に鳴神保雄顧問から総括を頂
き，佐瀬俊之副会長の閉会の辞で終
了しました。

東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯会長と
同窓会役員との懇談会
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学 術

２０１２年４月２２日（日）TDCビ ル
１３階にて今期最初の卒後研修セミ
ナーが「初診の患者さんをどう見る
か」～診察と検査の Point～という
内容で開催されました。開校式が
矢﨑秀昭同窓会会長，宮地建夫副会
長，小林慶太常任理事のご挨拶で手
短に行われました。
会場の雰囲気は，リクルートスー
ツを着た若い先生が多く入社式のよ
うな緊張感がありました。この講習
は，実際の症例をもとに診査し，問
題点の抽出と，診断，治療計画を
チュートリアル形式で練っていくと
いうものでした。最初は全員で１症
例の診断を受講生一人一人にマイク
を向け質問し，受講生の緊張をほぐ
しながら講習形式を練習していまし
た。その後，８人程度のグループに
分かれて２症例のディスカッション
が行われました。チューター（班講
師）のリードで受講生の意見を引き
出し活発なやり取りが行われていま
した。再度，受講生全員が集まり，
チューターから各班の診査，診断，
治療の流れについて発表して頂き，
続いて症例を実際に治療した先生か

ら治療経過について説明がありまし
た。
午前中最後に藤関雅嗣先生から
「初診時に見るべきポイントと必要
な資料」という演題で講義がありま
した。客観的な資料を集めることの
重要性を具体的に説明して頂きまし
た。昼食後，再度グループに分かれ
て一症例のディスカッションを行い
ました。
ディスカッションの最後に，参加
した卒後１年目の先生は「教科書で
習ったことと実際の臨床を結びつけ
ることができた。自分の診断，治療
と実際の流れに差があった。こうい
う機会を得られてよかった」と感想
を述べていました。この症例は髙橋
潤一先生が卒後１年目のときのケー
スでした。２０年前の症例を昨日の事

のように話せるのもしっかりした
データーがあるからなのだと感心し
ました。午後最後の講演は藤関先生
から「臨床観察から学ぶこと」とい
う演題で講演がありました。記録を
残し検討をすることにより気づくこ
とがある。記録の蓄積が臨床成績の
アップにつながるということを分か
りやすく説明していただきました。
このような素晴らしい講習をス
ムーズに行うために，何度も会議を
行い準備してきた学術委員の先生方
は大変なご苦労があったようでし
た。学術委員会の先生方のご努力に
は頭が下がります。この卒後研修を
受講した新卒の先生方がこれから活
躍されるのが楽しみになる講習でし
た。 （取材・広報部 西村哲雄）

卒研セミナーレポート

「初診の患者さんをどうみるか？」
～診察と検査のPoint～
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母 校 だ よ り

平成２４年３月１６日（金）午前１０時か
ら，千葉校舎講堂に於いて第１１７回
卒業証書授与式が行われた。式のは
じめに恒例の混声合唱部による校歌
斉唱があり，司会の佐藤 亨学生部
長の開式の辞に続き，参列者一同の
「君が代」の斉唱で開式された。
続いて栁澤孝彰副学長から「現
在，本学に在籍する学生は８２７名で
あり，本日卒業証書を授与される者
はその内の１２８名，大学設置以来の
卒業生を合わせると８，４７５名，専門
学校設置以来の卒業生を合わせると
１４，４８８名で，高山歯科医学院創立以
来の通算卒業生数は１４，７７９名にな
る」旨の学事報告の後，河田英司教
務部長の呼名により卒業生一人一人
が起立し，井出吉信学長から卒業証
書が授与された。舞台脇には大型ス
クリーンが設置されており，卒業生
の表情が会場に流され，各自の緊張
の面持ちから笑顔まで，手に取るよ
うに分かるように配慮されていた。
続く褒賞の授与では，学長賞，血脇
賞，井上 裕賞，精勤賞，卒業論文
賞が授与された（受賞者は文末に記
載）。

続いて井出学長は告示で，「皆さ
んが入学された平成１８年には臨床研
修制度がスタートした年であり，以
来６年を経て本学３病院の臨床研修
プログラムも充実し，これから１年
間の臨床研修中に本学で学んだ知識
と技術，さらには６年間で培った医
療現場でのコミュニケーション能力
をさらに磨き上げ，国民に信頼され
る歯科医師を目指してほしい」と述
べられた上で，「東日本大震災から
１年が過ぎ，被災地では多くの歯科
医師が尽力され，歯科医師の重要性
が再認識されるとともに，避難生活
者の健康状態を維持する上で口腔ケ
アや歯科治療の重要性も再認識され
た。すでに超高齢化社会を迎えた我
が国では，口腔ケアや摂食嚥下機能
の維持改善，在宅での歯科治療な
ど，歯科医師の役割はますます多岐
の分野にわたっている。本学は創立
１２０年の記念事業としての水道橋へ
の移転がすすめられており，本年４
月にはさいかち坂校舎を開校し，皆
さんの後輩達が水道橋校舎で学ぶよ
うになり，新たな東京歯科大学がス
タートする。これからも本学同窓と

して母校の発展を温かく見守ってほ
しい」と述べられた。
続いての祝辞で金子 譲理事長
は，「皆さんはこれから研修医とな
るが，この研修医は未熟な知識技量
を実際に役立たされるための準備期
間と思われがちだが，大学からすれ
ば雇用者である。すでに学ばされて
きたという感覚は今日を持って卒業
し，これからは自分で学ぶのだとい
う気構えを持ってほしい。自ら学ぶ
ということはまず興味があるという
ことが一番。研修医の期間にこそ，
その学ぶ本質を身に着けてほしい。
「１日の計は朝にあり，１年の計は
春にあり，１生の計は少壮の時にあ
り」という言葉があるが，この計を
たてることが大切であり，その計は
自分の好きなことが力を発揮するの
で，この１年間に良く考え大学院へ
の進学も含めてこれからの人生を考
えてほしい」と述べられた。
続いて矢﨑秀昭同窓会長は，「今
日の日本は大震災，原発事故，少子
高齢化社会の到来など，長年にわた
る社会の構造的な「ひずみ」が現実
のものとなり，未曾有の国家的危機
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に直面している。さらに歯科界にお
いても歯科大学の一時期の急激な増
加などにより，人口に対する歯科医
師の受給バランスの崩壊など，一般
社会からも歯科界の厳しさが指摘さ
れている。しかし寿命がいくら長く
なっても，人間らしく心身ともに健
康に過ごせなければ長寿社会の本来
の意味がない。これから皆さんが天
職として取り組もうとしている歯科
医師の仕事は，人々の生きる力と健
康を支える素晴らしい職業である。
１２０年の本学発展の足取りは，日本
の歯科医療の歴史そのものである。
本学同窓の先輩方は，幾多の困難を
乗り切り今日を築いていた。卒業生

の皆さんも同窓生の意思を引き継
ぎ，日本を代表する歯科医師となる
ことを願っている」と祝辞を述べら
れた。
続いて在校生を代表して木村基善

君（５年生）から送辞，卒業生を代
表して根木沙枝子さんから答辞が述
べられた後，出席者全員で校歌を斉
唱し，厳粛かつ感動的な卒業証書授
与式が閉会となった。

平成２４年４月５日（木），陽春の穏
やかな日差しが心地よい午後１時よ
り，千葉校舎講堂において平成２４年
度東京歯科大学入学式が行われた。
佐藤 亨学生部長の司会進行のも
と，まず管弦楽部の生演奏の伴奏で
国歌「君が代」と校歌の斉唱が晴れ
やかに行われた後，河田英司教務部
長が新入生一人一人の紹介を行っ
た。その後にまず井出吉信学長から
以下のような訓示があった。
「１８９０年明治２３年の創立以来１２０年

を超えた本学は，これまで培った確
かな実績のもとに最先端の教育，研
究，診療を行っている。常に我が国
の歯科医療を牽引しながら新しい知
識と技術を学生に教育し，最新の医
療を提供することで国民から信頼さ
れる歯科医学教育機関として社会的
使命を実践している。本学の確かな
教育力は，これまでの高い国家試験
合格率に示されており，この２月の
結果でも全国２９大学のトップに輝い
た。しかし，本学の教育の特徴は建

学の精神である初代校長血脇守之助
先生が説いた「歯科医師たる前に人
間たれ」に則り歯科医師としての知
識や技術だけでなく，社会性を身に
着け，人間的に優れた歯科医療人を
育成するということにある。また，
グローバル化が急速に進む中，国際
的な感覚を身に着けた歯科医師を育
てるべく，在学中から国際視野を養
うためのプログラムの一環として，
昨年度から各学年の成績優秀者が海
外の姉妹校で短期研修を行う「エレ

受賞者一覧
学 長 賞：根木沙枝子
血 脇 賞：石川宗理，池田朋子，佐藤彩乃，岩脇清一
井上 裕賞：池田朋子
精 励 賞：根木沙枝子，高橋真緒，玉手秀典，小田嶋 秀，佐藤涼一，

鳩貝 翔，古山 遼，佐藤彩乃，田村朋果，三島倫太郎，
中山総一郎

卒業論文賞：久保宗平，川上良明，伊藤泰隆，渡邉美貴，堀米裕美，
池田朋子，金 亨俊，小川 真
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クティブスタディ研修制度」をス
タートさせた。このような海外研修
は皆さんの学生生活をさらに充実さ
せたものになると思うので，是非が
んばっていただきたい。
東京歯科大学は創立１２０周年の記
念事業として千葉校舎から水道橋校
舎への大学中枢機能の移転を進めて
いる，また水道橋一帯は古くから文
教地域として大学や研究施設文化施
設等が集まっており，多くの交流や
情報に触れることができる場所であ
る。こうしたロケーションが皆さん
の学びの拠点となる。本学はこれま
で高山歯科医学院の伊皿子から東京
歯科医学専門学校の神田小川町，そ
して神田三崎町から千葉市へとキャ
ンパスを移転し，その機会ごとに大
きく発展してきた。４月にさいかち
坂校舎が開校し，水道橋キャンパス
を中心にさらなる飛躍を目指して新
たな東京歯科大学がスタートする。
さいかち坂校舎の最初の学年となる
皆さんは，東京歯科大学の新たな１
ページを作る大切な主役である。こ
れから始まる６年間は人生の中で最
も輝いた大切な時なので，ぜひ充実

した学生生活を過ごしていただきた
い。我々教職員は一丸となって皆さ
んを単なる歯科医師としてではな
く，日本あるいは世界をリードする
歯科医師に育て挙げることを約束す
る。ぜひ皆さんもこれに応えていた
だき保護者の方々にもご協力をお願
いしたい」
続いて金子 譲理事長から「皆さ
んは今日ここに入ってきたが，全員
が第一志望だったわけではないだろ
うと思う。大事なことはこの大学の
方針に沿って，６年間でこの大学を
好きになってほしいということだ。
また，皆さんは今はまだ自己を確立
しているとは言えないが，卒業する
時には自己を確立するようになって
いてほしい。つまり自分はどうある
べきかということがわかって実行で
きる人になってほしい。「歯科医師
たる前に人間たれ」とは言うもの
の，どういう風になったらいいか今
はわからないかもしれない。一般に
はまず「知」「徳」「体」を以ってし
て社会に貢献する人間たり得るとい
うことである。医療を行う上で人間
性ということが大切であるというこ

と。「よく学びよく遊べ」というこ
とにつきると思う。しかしどうやっ
て学んでいったらいいかということ
は皆さんが各自でよく考えていただ
きたい。それを６年間やっていただ
ければ，立派な東京歯科大学卒業生
となるだろう。そういう意味で「井上
裕賞」というのがある。この賞は井上
先生の御略歴を見ても分かるよう
に，歯科医師として活躍した訳では
なく政治家として活躍された，つま
り歯学の枠から出た方のお名前の賞
を作っているということ。このこと
は将来多面的に大いに活躍をしても
らいたいということから設けている
賞である。国試の合格率は良いが，
決してそれだけをやっている大学で
はないということをぜひ知っておい
てほしい。将来この大学を背負って
立つのは皆さんなので，ぜひ頑張っ
てほしい」旨の祝辞があった。
続いて新入生を代表して神坂雪乃
さんが宣誓を行った後，学長より徽
章が授与され，再び校歌を斉唱し
て，緊張感のある華やかな入学式が
閉じられた。

相 磯 友 里
朝 倉 みな実
阿 南 康 太
阿 部 江美子
阿 部 太 樹
有 田 康 孝
在 原 瑛
安 真 奈
家 崎 憲 博
市 川 江里佳
伊 藤 礁
井 畑 有紀子

岩 城 珠 璃
上 野 琴 美
江 澤 奈 穂
大 澤 三 枝
太 田 慧
大 谷 研 人
大 坪 周 平
岡 﨑 寛 弥
岡 本 雄 紀
冲 津 卓 哉
荻 野 早 紀
越 智 奈々美

戒 田 直 紀
香 川 瑠 理
桂 川 和 弥
加 藤 孝 実
上川床 俊 彦
河 野 孝 斉
川 村 勇 太
神 坂 雪 乃
北 村 一 磨
京 極 崇
草 野 日花里
熊 本 亜津沙

栗 原 幸
小 島 健太郎
小 林 奈菜美
小 林 美 穂
齋 藤 周 崇
齋 藤 博 愛
齋 藤 礼
栄 田 仁 美
坂 田 望
佐 藤 智友紀
佐 藤 邑 樹
澤 裕一郎

佐 原 早 彩
椎 貝 誠
椎 津 友香理
品 川 翔 太
篠 田 茉 央
島 津 幸 平
島 村 唯
清 水 貴 裕
清 水 美 里
鋤 柄 信 也
鈴 木 眞 由
鈴 木 勇多郎
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鈴 木 崚 平
洲之内 善 一
千 代 侑 香
曽 根 嘉 人
竹 盛 光 洋
田 島 美 穂
田 中 絢 子
田 中 斉
田 中 優 衣
田 中 佑 磨
谷 本 采 香
玉 木 大 和
田 村 友 彦
千 葉 弘 貴

辻 優 人
常 泉 健 太
津 谷 尚 樹
富 山 千 裕
伴 野 圭 太
豊 田 智 章
中 野 岳 志
中 村 章 裕
中 村 咲 帆
中 谷 脩 子
鳴 澤 葵
二階堂 純 彦
西 尾 紘 輝
根 本 悠 平

野 中 彩 加
野 村 周 平
林 優 希
原 さやか
原 将 人
原 瑞 紗
原 裕太郎
原 崎 ひとみ
原 田 愛 聖
東 えりか
秀 島 能
古 庄 孝 史
古 田 洋 平
牧 田 恭 右

松 井 友 里
松 浦 望 未
松 浦 信 孝
松 永 健
松 元 秀 樹
真 鍋 優
水 田 陽 子
三 橋 俊 介
宮 吉 美 仁
森 井 雅 子
森 田 愛 里
柳 川 萌
山 川 允 仁
山 口 剛 史

山 崎 絢 女
山 﨑 雅 恵
大 和 彩 香
山 本 裕 義
山 本 悠 太
湯 澤 眞 生
吉 田 明 史
吉 田 佳 奈
吉 田 裕太郎
若 松 万 紗
和 田 大 岳
渡 邉 圭 亮

小 澤 範 宏 野 中 一 穂 藤 関 聡 子 松 尾 充 洋 渡 辺 真 衣

平成２４年度 第２学年編入（５名）

平成２４年度 東京歯科大学 入試ガイダンス日程
開催日時（予定） 場 所 内 容

１
７月８日（日）
１３時～１５時

東京歯科大学
本館校舎１３階
（水道橋キャンパス）

大学紹介，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
模擬授業，個別相談等

２
７月２８日（土）
１４時～１６時

東京歯科大学
本館校舎１３階
（水道橋キャンパス）

大学紹介，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
模擬授業，個別相談等

３
８月２５日（土）
１３時～１５時

東京歯科大学
本館校舎１３階
（水道橋キャンパス）

大学紹介，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
模擬授業，個別相談等

４
９月３０日（日）
１３時～１５時

東京歯科大学
本館校舎１３階
（水道橋キャンパス）

大学紹介，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
模擬授業，個別相談等

５
１２月１５日（土）
１４時～１６時

東京歯科大学
本館校舎１３階
（水道橋キャンパス）

大学紹介，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
模擬授業，個別相談等

※ 内容，開催時間等，変更になることがありますので，事前にお問い合わせください。
問合せ先：東京歯科大学 教務課（千葉校舎） TEL：０４３－２７０－３７３３

URL：http : //www.tdc.ac.jp
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東京歯科大学 創立１２０周年記念事業

臼田委員長 学長との座談会は４年
目を迎えますが，その間，創立１２０
周年記念事業として記念式典を挙行
し，更に水道橋移転が「さいかち坂
校舎」の竣工を初めとして順調に進
められてきています。大学をとりま
く環境も大きく変化している中，本
日は井出学長並びに同窓会の新会長
である矢﨑会長，宮地副会長，佐瀬
副会長を交えて，和やかに（座談会
を）進めていきたいと思います。
私，同窓会広報部・広報委員会の委
員長で昭和５３年卒の臼田と申しま
す。司会を務めさせていただきます
ので，よろしくお願いしたいと思い
ます。
矢﨑会長 井出学長先生，今日は本
当にお忙しいところをありがとうご
ざいます。まず移転のほうは順調に
進んでいるということで，「さいか
ち坂校舎」をはじめ，水道橋病院の
改築も順調に進み，また，水道橋病
院への患者さんも，病院の改築に合
わせて増加しているとのこと，我々
としては大変嬉しく思っておりま
す。さらに，今年春の国家試験（合

格率）が国立大学を抜いてトップに
なったということで，お祝い申し上
げます。そこで，先生に移転の進捗
状況，そして国家試験の事などをお
話しいたただき，話を進めていきた
いと思います。よろしくお願い申し
あげます。

井出学長 本日，同窓会の先生方に
このような会を設けていただいたこ
とは，大学としても非常にありがた
く思っています。日ごろの大学の活
動を，ぜひ同窓の先生方に理解して
いただければ幸いです。
只今，会長からお話をいただいた
国家試験の件ですが，今年は本当に
学生がよく頑張って，良い成績がと
れたということは非常にありがた
く，大変嬉しく思っております。

『険しかった国家試験合格率トップ
への道のり』
井出学長 国家試験の高い合格率が
得られることは，大学教育の総合力
なのです。学生も教員も職員も一体
となって成しうる事です。実は十数
年前に，国家試験対策の予備校に行
きたいという学生が出てきたので
す。予備校に行くとは，何事だと
怒った先生もいました。しかし，こ
れは学生が教員・大学を信頼できな
いということで，その時東京歯科大
学の国家試験の成績は私立大学の中
でも半分以下に落ちてしまっていた
のです。それでは学生が言うのも当
然だと思いまして，そこから教育改
革が始まったわけです。

東京歯科大学 井出学長との座談会

日 時：平成２４年４月１９日
場 所：水道橋校舎５階 役員室

出席者：
井出吉信 東京歯科大学学長
矢﨑秀昭 東京歯科大学同窓会会長
宮地建夫 東京歯科大学同窓会副会長
佐瀬俊之 東京歯科大学同窓会副会長
髙野博子 東京歯科大学同窓会常任理事
臼田 準 東京歯科大学同窓会広報部・

広報委員会委員長
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佐瀬副会長 今回の国家試験の結果
は非常に誇らしいといいますか，同
窓として胸を張っているような次第
ですけれども，この国家試験の成績
の裏には，非常なご努力があったの
ですね。学年主任，副主任の役割が
大切になると思います。

井出学長 自分たちが勉強する，同
級生を教えてあげる，できる人がで
きない人を教えてあげる。今年はそ
ういう雰囲気が非常に良かったと思
います。このような雰囲気をつくり
上げてきたのが，学年主任，副主任
の先生方をはじめ多くの教員の力だ
と思います。成績上位の学生が「み
んなで卒業して，みんなで受かろ
う」という気持ちで，他の学生の面
倒を非常に良く見てくれる。その
チームづくりを学年主任，副主任が
良くやっておりました。それから，
教務課がデータ処理を非常にきちん
と行っていました。うち（東京歯科
大学）は教員と職員が一体となって
チームになっています。このような
総合力が良い結果をもたらしたと
思っております。これは職員が大変
一生懸命で教員と苦楽を共にするか
らです。ですから，国家試験の合格
率が良いと，教職員も事務職員も共
に心から喜ぶことができるのです。
この事は他の学校からも注目されて
おります。

『教員への意識改革』
宮地副会長 昨年は合格率が８１．４％
と下がりましたが，今年は９８％と高
くなっています。いろいろ具体的に

数字につながることをやってきたの
でしょうね。

井出学長 実は，教員の助教と講師
に国家試験問題を受けさせ，講座主
任と本人に点数を全部返したので
す。国家試験では学生がどういう問
題を受けているかということを知っ
てほしいと思いまして。これはもち
ろん教員には非常に評判が悪かった
です。しかし，そうすることで，教
員も一生懸命取り組みました。です
から，どのような国家試験問題が出
たかという傾向を教員の全員が把握
しましたので，それからは毎週のよ
うに対策を練るようになりました。
矢﨑会長 既卒者の合格率もよかっ
たですね。
井出学長 今回，良かったことがも
う一つありまして，既卒者が２４人受
験して２２人受かったということがす
ごいことなのです。既卒者の２４人の
うち，受かった方は，予備校には行
かず，みんな大学で面倒を見ていた
のです。落ちている既卒者が少ない
ので，６年生と一緒に勉強させるこ
とができたのです。落ちた瞬間，大
学に来なくなりがちですが，今は大
学をすごく信頼してくれていますの
で，卒業したとしても大学に来るの
です。そこで，６年生の学年主任に
７年目も，既卒者の学年主任を継続
的に毎年お願いしております。
臼田委員長 卒業した人もきちんと
面倒を見るということですね。細か
い配慮と緻密な計算，そして，かな
り前からそういったところを目指し
て体制をとり，地道に基本的なとこ

ろをきちんと押さえてきたことがわ
かりました。

『卒業して新同窓会員へ』
佐瀬副会長 学生にも先生にも，皆
で助け合っていくという精神が植え
つけられている。それはすごく東京
歯科大学らしさを感じるところで
す。これから新卒者がさらに我々同
窓会との関係の中でも非常に良い関
係というか，大学を信頼し，新しい
同窓になって，また大学の面倒を見
ていくような関係ができ上がれば良
いかと思うのです。
井出学長 それは本当にそう思いま
す。今は学生が非常に大学を信頼し
ており，同窓の先生方も大学を信頼
し，卒業後も後輩のためにバック
アップしていただければ一番ありが
たいです。
宮地副会長 今回，新執行部ができ
て，大きな目標として，若手同窓と
の連携と大学との連携という，二つ
の大きな柱を出しました。今，若い
人の組織離れというのが社会でも
あって，昔，我々は，卒業して同窓
会に入るとか歯科医師会に入るとい
うことは当たり前だというふうに
思っていたので，若い人に「入りな
さいよ」という押しつけ，入らな
きゃだめだよというようなことしか
伝えていなかったと思うのですけれ
ども，「あなた方にとってこういう
メリットがあるのだよ」ということ
をもう少し我々が十分に伝えておけ
ば良かったと反省しております。こ
れから学生にも同窓会の組織とか歯
科医師会の組織は非常に大切なんだ
ということを，いろいろなチャンス
のときに話をしていかなければなら
いないと思っています。
井出学長 現実に学生は，日々の勉
強などで精一杯ですので，同窓会の
ことはほとんど頭の中にないわけで
す。その為には，同窓と大学との繋
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がりを目に見えた形で，何かを見せ
てあげない限り，無理だと思いま
す。移転に際しても東京には多くの
優秀な同窓の先生がいらっしゃいま
すので，同窓の先生方の診療室で，
是非臨床教育をお手伝い願いたいと
思います。そこで治療をすること
は，もちろん法的にできませんが，
やはりきちんとした患者さんに対す
る態度教育や，あるいは技工のラボ
の整理の仕方でも，伝票の書き方一
つでも，５年生の段階で教えていた
だければ非常に有難く思います。
では，その下の学年はというと，
エレクティブスタディ（Elective
Study）として夏休みに短期海外研
修を行っているのですが，昨年から
この費用の一部を同窓会にご援助し
て頂いております。そこで今年は，
クラスごとに，会長か副会長に来校
して戴き，直接学生みんなの前で
「研修費ですよ」と渡していただけ
ると良いかなと思っています。

『女性会員への期待』
矢﨑会長 今回，若手のネットワー
クをつくるということで，今年度か
ら若手ネットワーク委員会というも
のをつくりまして，髙野先生に，本
当に久しぶりというか，初めて女性
の常任理事になっていただきまし
た。
井出学長 東京歯科大学は他校に比
べて女性が少ないほうだったのです
が，昨年の新入生は半数が女子学生
でした，髙野先生が女性の先生とし
て理事になられたということは，大
学にとっても大変良いことですね。
佐瀬副会長 そうですね。同窓会も
そうでしょうけど，女性の会員が増
えているということで，女性特有の
考え方や見方が必要になってきま
す。女性の立場を尊重しながら，会
をつくっていかなければいけないと
思います。

髙野理事 仕事上問題なのは，育児
だったり，子育てだったりという理
由が一番多いのです。結婚して仕事
をしますかと聞いたら，１００％が「す
る」と言うのです。ところが，出産
後，どうですかと聞くと，「不安」
というのが出てきます。その辺の支
援というのは今後，大学もしなけれ
ばいけないし，歯科医師会も同窓会
もしなければいけないと思います。
女性も皆さん仕事をしたいと思って
いますし，その場が欲しいと言いま
す。

矢﨑会長 さらに大きな課題とし
て，若い人の同窓会離れがありま
す。各支部に入会せず，同窓会の会
費も払わない，そして歯科医師会に
も入らなくなってきています。学生
時代から，準会員の様な形で同窓会
との繋がりが出来たらと思います。
井出学長 準会員として同窓会入会
させるのは良い事だと思いますが，
会費を取ることはないようお願いし
ます。今大学では，ご父兄に対する
学費の負担を少しでも減らそうかと
思っておりますので宜しくお願いし
ます。
我々の年齢になると，歯科医師会
は大切ですよ，とか同窓会は大切で
すよという，組織の大切さというの
がわかるわけです。学生のときに
は，同窓会が何たるかも分からない
し，同窓会はこういう役目をしてい
ますよと言ってもわからない。大学
としては歯科医師会の役目のほうが
まだ説明しやすいわけです。なぜか
というと，歯科医師会の組織がしっ

かりしていないと医療行政等の交渉
や話し合いが出来ませんよと卒業ま
じかの学生や研修医に話をしており
ます。
佐瀬副会長 同窓会の意味も若い人
に説明しなければなりませんね。
井出学長 同窓会に入る一番の意味
は何ですかと聞かれたときに，先生
は何と答えているのですか。
髙野理事 私が今日（こんにち）ま
でやってきた中で，同窓会のネット
ワークに入ったことで，本当にあり
がたかったなと思っています。歯科
医師会もそうだと思うのですけれど
も，学会などに行きましても，東京
歯科大学のネットワークというのが
あるからこそ，いろいろな意味で助
かったことが多くあります。それは
別にしまして，若い人は，研修医が
終わるころに，次の就活にすごく
困っているのですよね。１２０年の歴
史がある同窓会というのはやはりあ
りがたいと私は思うのです。かわい
そうな道をたどっている子たちもい
るし，就活で本当に困っている子た
ちがいっぱいいるので，同窓会とい
うものをしっかりそうした活動がで
きる状況をつくることは，大切かな
と思います。
井出学長 就活以外にも，本音のと
ころは，やはり同窓会がしっかりし
ていないといけないと思うところが
多くありますね。

『さいかち坂の新しい校舎』
臼田委員長 話を新しくできた「さ
いかち坂校舎」に移しましょう。さ
いかち坂の校舎を見てきまして，非
常にきれいにでき上がっていまし
た。中から２人の学生が出てきまし
たが，非常に都会らしい学生でし
た。その辺も違うのかなと思いま
す。そこで井出学長に，新入生を迎
えたさいかち坂校舎についていろい
ろとお聞きしたいと思います。今年
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入った１年生はどうですか。

井出学長 やはり千葉校舎とは少し
雰囲気が違いますね。
宮地副会長 最近，挨拶もしっかり
して，起立，礼をきちんとやるとき
いていますが。
井出学長 そうです。挨拶すること
が当たり前というふうにしたいわけ
です。患者さんに対する態度教育，
コミニュケーション能力の向上等の
教育に力を入れたいと思います。そ
の一環として，１年生からきちんと
規律正しく，君たちは医療人たる自
覚を持てという教育を今，始めてい
るところです。
矢﨑会長 学生生活の話ですが，学
生生活では，クラブ活動が大きなウ
エイトを占めていると思いますが，
当分の間は先輩後輩などの連携が難
しいのではと思うのですが，いかが
でしょうか。
井出学長 そうですね。そこは今一
番の悩みどころで，周辺のビルを使
用すれば文化部の活動に関してはそ
れほど困らないかなと思っていま
す。運動部に関しては，しばらくの
間は千葉の施設を使用するつもりで
すが，移転が完了する三年後を目途
に水道橋の近郊の利用出来るスポー
ツ施設を今探しており，幾つか施設
は借りられそうになっております。

『同窓会とのつながり』
臼田委員長 ここで大学，とくに同
窓会との関係で今後についてお話を
伺っていきます。
井出学長 大学を卒業した方々の生

涯教育の場として，大学と同窓を繋
げる事が同窓会としての大きな役割
と思います。卒業した学生が学校へ
戻ってきて，もう一回，最新歯科医
療を勉強する。同窓の先生方が学生
教育に参加する。教育を受けた学生
も，教育をした人も，５年後，１０年
後，１５年後，何回でも，大学に戻っ
てくる。その循環を作っていくとい
う事が，同窓会の発展と大学の発展
につながると思います。
矢﨑会長 先生がおっしゃった，生
涯教育の場として同窓会があるとい
うのは非常に素晴らしい考え方だと
思います。それを通して大学との関
係も密となり，さらに同窓会と会員
とのより密接な関係が構築されてく
ると思います。
臼田委員長 今後，同窓会，同窓が
必要ということで，我々同窓も大学
が必要ということで，お互いに協力
していきたいという結論に到達しま
すね。最後に，水道橋移転に対して
目玉となる血脇記念ホールですが，
それについての今後の我々同窓の現
実面での募金ということに関して，
矢﨑会長から一言お願いします。
矢﨑会長 長い歴史を誇る東京歯科

大学の一つの象徴としての血脇記念
ホールを，何とか同窓の皆さまのお
力を結集して建設出来る事を心から
願っております。しかしながら現状
に置きましては大変厳しい状況で
す。一人でも多くの同窓の皆様のご
協力をお願い申し上げるとともに，
役員一同，会員のご理解を得られる
よう全力を尽くす決意をしておりま
す。
臼田委員長 今後は，生涯研修にか
かわる大学との強いコネクションが
できるというような意味で，付加価
値ができたと思うのです。寄附は，
今まではどちらかというと，建物や
設備に対してお金を払うという認識
のほうが強かった。そうではなく
て，血脇記念ホールだけではなく，
そのほかの価値として，大学とのコ
ネクション，あるいは研修が受けら
れる，身近に大学を感じられるとい
うような意味をもつものであり，少
し認識が変わってきました。今後そ
ういう説明をしながら，立派な血脇
記念ホールができるように，募金の
協力を，広報活動を通して強く進め
ていきたいと感じました。
本日はありがとうございました。
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支部のうご き

掲示板
＊この掲示板は，同窓会ホームページ http : www.tdc-alumni.jp にも記載されています。
日程等，決まり次第，できるだけ早めにお知らせください。
印刷，発行日の都合上，会報に載せられない場合がありますが，その場合は同窓会ホームページに
掲載されますので，ご了承ください。

事業種目
日 時

演題及び講師
又は事業内容 会 場 主 催

連 絡 先
外部より
参加可否

学術講演会
平成２４年
７月７日（土）

未定

矢﨑秀昭先生
（東京都開業）

千明仁泉亭
渋川市伊香保町４５
TEL０２７９－７２－３３５５

群馬県支部
連絡先
担当・原 茂

TEL０２７４－２２－００７９

支部会員

学術講演会
平成２４年
７月８日（日）
午後２時～５時

原因不明の歯痛・顔面痛をどう診断
するか

井川雅子先生
（静岡市立清水病院口腔外科）

アパホテル名古屋錦
４階会議室「鈴鹿」
名古屋市中区錦
３－１５－３０

愛知県支部
連絡先
担当・久野昌士

TEL０５６９－４３－１１２４

歯科関係

学術講演会
平成２４年
７月１３日（金）
午後７時３０分～

再生療法にフォーカスした歯周外科
について

齋藤 淳教授
（東歯大歯周病学講座）

浅草歯科医師会事務所
台東区浅草１－４－７

勉強堂ビル４階
TEL０３－３８４１－５１５４

浅草支部
連絡先
担当・田 昌文

TEL０３－３８７４－４５６５

支部会員
同窓会員
歯科関係

学術講演会
平成２４年
７月１８日（水）
午後６時３０分～

歯牙の再生について（仮）

辻 孝先生
（東京理科大学教授）

東京都歯科医師会附属
歯科衛生士専門学校３階
千代田区多町２－１１
TEL０３－３２５２－８２２１

千代田支部
連絡先
担当・山本雅通

TEL０３－３２５２－０６２４

歯科関係

学術講演会
平成２４年
７月２３日（月）
午後８時～

未定

佐藤 亨教授
（東歯大クラウンブリッジ

補綴学講座）

練馬区歯科医師会館 練馬支部
連絡先
担当・野坂祐介

TEL０３－３９２９－６４８０

支部会員
同窓会員

学術講演会
平成２４年
８月１８日（土）

未定

末石研二教授
（東歯大歯科矯正学講座）

宮崎県歯科医師会館
（予定）
宮崎市清水１－１２－２

宮崎県支部
連絡先
担当・専務理事 今井弘治

TEL０９８５－２８－５５７７

支部会員
同窓会員

学術講演会
平成２４年
１０月１７日（水）
午後６時３０分～

歯周療法学における再生療法（仮）

齋藤 淳教授
（東歯大歯周病学講座）

東京都歯科医師会附属
歯科衛生士専門学校３階
千代田区多町２－１１
TEL０３－３２５２－８２２１

千代田支部
連絡先
担当・山本雅通

TEL０３－３２５２－０６２４

歯科関係

保険講習会
平成２４年
１１月１０日（土）
午後６時３０分～

歯科診療報酬請求への対応

森岡俊介先生
（東京都開業）

ウィリング横浜ゆめおお
おかオフィスタワー１２１・
１２２号室
横浜市港南区上大岡西
１－６－１

横浜南部支部
連絡先
担当・渡邊宇一

TEL０４５－８４２－０２３３

同窓会員
歯科関係

学術講演会
平成２４年
１１月２３日

（金・祝）

開業医が持ち合わせておくべき口腔
癌の知識とその診査方法（仮）

片倉 朗教授
（東歯大オーラルメディシン

口腔外科学講座）

ウィスティン都ホテル
京都市東区三条蹴上

近畿地域支部連合会
連絡先
担当・河野多聞

TEL０７５－９８２－３２００
連合会会員
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青 森 県 支 部

総会および学術講演会
平成２４年度同窓会の定時総会及び
学術講演会が３月３日（土）午後３時
からホテル青森に於いて開催されま
した。来賓として同窓会より副会長
の浮地文夫先生，県歯会長の山口
勝弘先生，大学より歯周病学講座教
授の齋藤 淳先生をお迎えいたしま
した。
総会は小林敏彦常任理事の司会で
始まり，松山支部長の挨拶，浮地副
会長から新執行部の考え方，同窓会
会務状況，大学創立１２０周年記念事
業の同窓の募金受付状況等のお話し
がありました。県歯の山口会長から

県歯の事業等について，また齋藤先
生からは大学の近況等についてのお
話をいただきました。議長には住吉
辰郎先生を選出し，逝去された福士
孝裕先生，嶋中豊彦先生，清藤隆平
先生に黙祷を捧げました。続いて平
成２３年度の報告として佐藤甚弥先生
が旭日双光章を受章されたこと，昨
年の東北地域支部連合会の報告，さ
らに東日本大震災の見舞金等の報告
がありました。議事に入り第１号議
案から第４号議案まですべて承認可
決されました。
学術講演会は歯周病学講座主任教
授齋藤先生より「歯周組織再生療法

の基礎と臨床」と題して講演をいた
だきました。特に今回は歯周外科治
療の基本的事項を再確認するととも
に現在，臨床で行える歯周組織再生
療法の考え方について大変くわしく
お話をいただきました。記念写真撮
影後，支部顧問の髙畑研佑先生の乾
杯のもとに懇親会を開宴しました。
終始なごやかな雰囲気の中で学生時
代の思い出話に花を咲かせ会員相互
の親睦を強くはかり，最後に恒例の
校歌を斉唱し無事終了いたしまし
た。 （本田富彦 記）
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群 馬 県 支 部

平成２３年度定時総会
平成２３年度群馬県同窓会定時総会
が，平成２３年３月１０日（土）午後４時
より前橋市のアニバサリーコート・
ラシーネに於いて開催されました。
来賓として，同窓で群馬県歯科医師
会会長の村山利之先生をお迎えしま
した。真下泰彦副会長の開会の辞に
続き，平成２３年７月の定時総会以降
にご逝去された室橋和夫先生と吉田
勇先生に黙祷を捧げました。次に，
清見能久同窓会会長より挨拶が行わ
れ，総会においての慎重審議，同窓
会本部の執行部交代についてお話が
ありました。次に，顧問の武安一嘉
先生より挨拶が行われ，東日本大震

災からの復興元年で多くの方々がが
んばっていることや，消費税増税と
保険の点数改正についてのお話をい
ただきました。次に，来賓の群馬県
歯科医師会会長の村山利之先生によ
り挨拶が行われ，群馬県歯科医師会
の会務の執行に対する同窓会員の支
援と協力について感謝の言葉を述べ
られました。次に，庶務報告が行わ
れました。続いて，総会議長に山口
保男先生が選出され，議事として，
平成２４年度事業計画案の承認を求め
る件，平成２４年度一般会計および福
祉共済部会計予算案の承認を求める
件が提出され，可決承認されまし
た。次に，議事のその他として，

清見会長より同窓会本部改革や本学
の近況について報告がありました。
また，群馬県同窓会においては，総
会への代理人出席の承認を検討中で
あることや，未入会者対策への協力
をお願いするお話がありました。そ
して，引田正俊副会長より閉会の辞
で総会は無事終了しました。
引き続き，記念撮影を行い，川越
文雄先生の乾杯のもとに懇親会を開
宴しました。終始なごやかな雰囲気
の中でお互いの親睦を深め合い，
矢内 融先生より東京歯科大学の発
展を祈念する言葉をいただきお開き
となりました。 （三丸 潔 記）
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埼 玉 県 支 部

新年会開催
平成２４年２月５日（日），浦和ワシ
ントンホテルにおいて埼玉県支部新
年会が開催されました。２３年末で旧
役員と交替し，新執行部が取り仕切
る最初の行事となりました。副支部
長高橋章雄先生の開会の辞にて幕が
開き，春山良夫先生から支部長就任
の挨拶と抱負を，特に若い世代の会
員参加を熱望されていました。来賓
の同窓会会長矢﨑秀昭先生には最近
の同窓会の動向を，今回はご臨席叶
わなかった井出学長の代行として
田﨑雅和教授からは大学の水道橋移
転，入試，国家試験の状況について
ご説明いただきました。また，同窓
会名誉会長大山萬夫先生，埼玉県歯

科医師会副会長の小杉国武先生には
会長代行としてご挨拶をいただきま
した。
続いて，嶋田幸一先生叙勲のお祝
いが代理でご子息の嶋田雅夫先生に
渡されました。埼玉県出身である
井出吉信先生の学長就任のお祝いが
奥様の井出良子先生に，さらに井出
良子先生ご自身も厚生労働大臣表彰
（歯科保健事業功労）を受賞された
報告がなされ，二重の喜びとなりま
した。
祝宴に移り，同窓会本部の常任理
事に就任された副支部長海野 智
先生の挨拶，前支部長の成田賢二先
生の乾杯で開宴となりました。平成
９年卒の春山親弘先生，１４年卒の

大久保宏治先生が新入会員として紹
介され，ご挨拶いただきました。美
味しいお酒とすばらしい料理で楽し
く歓談した後，毎年恒例のビンゴ
ゲーム大会に変わり，今回は大井
誠一幹事長自らプログラミングした
抽選ソフトによる大抽選会を行いま
した。皆さん，豪華なお土産を目論
見，大いに盛り上がりました。さら
にお酒も進み，年代の垣根を越えた
会員相互の交流を楽しみましたが，
そろそろ時間となり，校歌斉唱，記
念撮影の後，副支部長橘田博純先生
の閉会の辞にて名残惜しくもお開き
となりました。 （山﨑眞司 記）
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横浜西部支部

平成２４年度総会・懇親会
平成２４年４月１４日（土）に，泉区，
栄区が幹事となり横浜高島屋キハチ
において，総会が開催された。来賓
として，加藤木 健神奈川県支部連
合同窓会前会長，髙橋 庸神奈川県
支部連合同窓会副会長をお迎えして
行われた。
午後７時より，本間雅之君の司会
で総会が開かれた。開催に当たり，
佐藤信之支部長により挨拶がなされ
た。続いて，加藤木先生，髙橋先生
より挨拶がなされた。その後，辻村
育郎君より会員現況と会務について
の報告がなされた。続いて水口浩司
君より会計報告，髙階皓三君より監
査報告がなされた後，杉山紀子神奈
川県連合同窓会会長より本部同窓会
報告，高階光博君より連合同窓会報
告がなされた。
総会終了後，佐藤卓朗君の乾杯の

発声により宴に入った。宴の途中，
相庭昇一君，佐々木正矩君の傘寿，
髙階皓三君，植村 桂君の喜寿，
佐々木靖治君の古希，辻村育郎君の
還暦が祝われた。

宴は話が尽きず大変な盛り上がり
を見せ，あっという間に時間が過ぎ
てしまい，最後は皆で記念写真を撮
り，終了となった。（渡瀬秀彦 記）
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愛 知 県 支 部

平成２４年第１回役員会
２月４日（日）午後４時３０分より，
愛知県同窓会第１回役員会が名古屋
サミットホテルにて開催されまし
た。前会長の山田 有先生から新会
長の成瀬 健先生に引き継がれて，
最初の会合ということでほぼ全員が
参加し，平成卒の先生が半数近く顔
をそろえ，大変若々しい新執行部と
いう印象をもちました。橋本雅範専
務理事の司会進行のもと，杉浦正人
副会長の開会の辞にて幕を開け，
成瀬 健会長より「本来の基本的な
会務を滞りなく執行してゆくのはも
ちろんであるが，東京歯科大学同窓
会ここにあり，という誇りを持って
臨んでいきたい」と力強い挨拶をい
ただきました。
続いて，各担当常任理事より今年
度事業計画について報告があり，通
常の次第進行の後，今年度の新しい
催しとして，例年の学術講演会の開
催はもちろんのこと，それ以外に若

い先生向けの学術セミナーの開催及
び若い先生が情報交換できるよう，
交流の場を設けるため前期発足した
若手会の充実，発展並びに問題が山
積している歯科界でどのように対処

したらよいか提言できるように医療
問題講演会の開催等について協議し
ました。上記に平成２４・２５年愛知県
同窓会役員を紹介します。

（竹内英樹 記）

愛知県支部役員名簿

会 長 成瀬 健（昭和５０年卒）
副 会 長 杉浦 正人（昭和５０年卒）

辻川 雅介（昭和５１年卒）
専務理事 橋本 雅範（昭和５３年卒）
常任理事
（渉 外） 中川 重樹（昭和５２年卒）

山口 堅三（昭和５２年卒）
鈴木 祥夫（昭和５５年卒）

（庶 務） 日比 浩樹（昭和６０年卒）
長谷部雅志（昭和５６年卒）

（会 計） 西村 臣史（昭和５６年卒）
鈴木 正彦（昭和６１年卒）

（学 術） 久野 昌士（昭和５７年卒）
（厚 生） 湯口 富保（昭和６３年卒）
（共 済） 平野 義雄（昭和６０年卒）
（広 報） 竹内 英樹（昭和５９年卒）

理 事
（渉 外） 伊藤 博之（昭和５５年卒）

澤 政樹（平成元年卒）
（庶 務） 小関 健司（平成２年卒）
（会 計） 静間祐一郎（平成７年卒）
（学 術） 丹羽 克誌（平成４年卒）

穂積 隆浩（平成１１年卒）
酒井 聡（平成１３年卒）

（厚 生） 井上 貴詞（平成１２年卒）
（共 済） 白岩 克規（平成２年卒）

鈴木 裕仁（平成２年卒）
（広 報） 井上 敬介（平成９年卒）
監 事 夫馬 眞也（昭和４４年卒）

山田 有（昭和４６年卒）
河野 幸壱（昭和５１年卒）
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三 重 県 支 部

定時総会の報告
２月１９日同窓会三重県支部定時総
会を，四日市歯科医師会館にて開催
いたしました。同窓会より梅村長生
同窓会副会長，学術講演に市川総合
病院口腔がんセンターの佐藤一道先
生にお越しいただきました。
梅村先生による同窓会本部報告で
は，同窓会への未加入者が若い卒業
生ほど多くなっている現状とその解
決方法の提案，同窓会の改革，東日
本大震災への対応支援などをお話い
ただきました。後の懇親会で梅村先
生がお話しされた，水道橋移転に伴
う問題と共に，大学・同窓会が直面
する困難な状況を改めて認識するこ
ととなりました。
その後例年通り２３年庶務報告，２３
年決算報告，会計監査，２４年事業計

画，２４年予算などが報告，提案され
承認をいただきました。
今年は稲森新一郎先生，稲森
康二郎先生のお二人が入会されまし
た。久々の新入会であり三重県支部
としては非常に喜ばしいことです。
休憩をはさんで，佐藤一道先生が
「口腔がん検診の光と影 千葉県市
川市での活動から」と題して１時間
半の講演をされました。口腔がんの
早期発見の大切さ，集団検診の意義

と問題点，市川市口腔がん早期発見
システムと液状細胞診，鑑別症例な
ど多岐にわたり熱くお話をしていた
だきました。
その後四日市都ホテル「四川」に
場所を移して懇親会を行いました。
参加者全員が和気あいあいと歓談
し，大変有意義なひと時を過ごすこ
とができました。 （宮﨑弘隆 記）
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滋 賀 県 支 部

総会および学術講演会開催
平成２３年度東京歯科大学同窓会滋
賀県支部総会および学術講演会が，
さる平成２４年２月５日（日），ホテル
ボストンプラザ草津にて開催され
た。当日は冬晴れの天気であり，総
勢２６名の参加があった。中村 忠専
務理事が司会を担当，立木 健副支
部長の開会の辞に続いて校歌を斉
唱，物故会員に対する黙祷を行なっ
た。現北村支部長が挨拶を述べら
れ，続いて近畿連合評議員会の報告
があった。その後，議事に入り平成
２３年度の事業報告および会計報告が
なされ，引き続き平成２４年度の事業
計画の協議を行い承認された。ま
た，続く議事において，次期支部長
選出を現執行部一任とする案を賛成
多数で可決した。会員から次期支部
長には現行の北村真也支部長留任の
意見も出されていた。さらに現状の
当会繰越金の一部から，水道橋移転
が進む東京歯科大学本学への寄付を
拠出してはどうかとの執行部からの
提案があり，会員間で活発な意見交
換がなされ今こそ本学のために役に
立つ時であるとの結論に達し最終的
に東京歯科大学同窓会滋賀県支部と
して１００万円の寄付を行うことを全

員賛成で可決した。藤居正博副支部
長による閉会の辞で総会は締めくく
られた。休憩を挟んだ後，本学より
お招きした東京歯科大学学長井出
吉信教授による本学移転の現状説明
と，学生教育の過程の説明が行われ
た。国家試験の難題化と少子化によ
る有望学生の減少，業界自体の将来
展望の暗さから学生離れが全国的に
顕著になり各歯科大学の生存競争が
激化している事，各大学ともその方
策は様々であるが将来を見つめつつ
も余力がある内に積極的な手を矢継
ぎ早に打っていかないと伝統校とい
えども予断は許さないなど，なかな
か大学の外からはわからない現状を
詳しく説明いただいた。大学，国家
経済，歯科医院経営，いずれも規模
は違っても厳しい現状にあることを
再認識した。引き続き，井出学長の
ご専門である解剖学の学術講演会が
実施された。今回は摂食，嚥下のメ
カニズムを知るというテーマで短い
時間ながら凝縮してご教示いただい
た。咀嚼・嚥下システムに関与する
筋肉とその神経支配，また麻痺が
あったり加齢によったりでこのシス
テムがうまく作用しなくなった場合
の問題点と診断基準，そしてその対

策についてお話いただいた。日々の
臨床で寝たきりや在宅医療に携わる
手前，最低限の解剖学的知識は必要
であり誤嚥性肺炎による高い死亡率
をコントロールするための歯科医師
の役割の重要性を強調された。井出
学長の講演は自分が学生時代に受け
た解剖学の講義と何ら変わらぬ軽妙
でかつポイントをきちんと押さえた
素晴らしいもので日々の診療でつい
忘れがちな解剖学的な物の見方とそ
の機能，それぞれがどのような機能
を担っているか，という基礎の重要
性を今一度見直すきっかけとなった
と思う。時間が押してしまっていた
が活発な質疑応答が交わされ，講演
会は終了となり引き続き懇親会に
移った。藤居正太郎先生の乾杯の発
声で宴が始まり，東京歯科大学逍遙
歌「夕日は沈み」をBGMに和や
かな時とともに同窓の親睦を深めた
のち，尾松素樹理事の閉会の辞を
もって全ての日程を終了した。東京
歯科大学のよき伝統である，年齢を
超えた結束力の強さはまだまだ健在
であると実感した一日であった。

（住井浩剛 記）
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広 島 県 支 部

総会・学術講演会
平成２４年定時総会が１月２２日（日）
にホテルグランヴィア広島で開催さ
れた。今年は東呉会（呉地区）の当
番で，池田敦治先生の総合司会で，
県支部総会が開催された。総会開催
に先立ち，髙木勇藏支部長の挨拶が
あり，現在県歯会へ役員数などで，
参加協力の影響が以前に比較して薄
くなりつつある。役員数を誇るので
はなく，伝統のある東京歯科大学の
同窓としての貢献を提案され，その
一例として，女性歯科医が増えつつ
あり，女性の観点で現行保険制度を
見つめてもらうために我が同窓の女
性陣に健闘をお願いしたい。その意
味で昭和と平成をそれぞれ冠に何年
卒と出自を表現していたが，今年１１７
期もの卒業生を迎えるに当たり，卒
業期で表現することで，共通の伝統
校の一員としての認識がさらに強ま
り，若い先生とロートルの間に何か
が生まれる可能性があると卒業期で
IDを表現しようと強調された。
さらに同窓会支部の創立７０周年記
念の式典が平成７年（１９９５年）７月

１日に行われ，その資料が見つかり
記念事業の規模そして予算面につい
ての記録を「県支部誌」に掲載する
予定であることを紹介し，３年後に
９０周年を迎えるが，平成３７年には１００
周年を迎えるに当たり，心積もりを
するように呼びかけられた。
その後，東呉会柏村 真会長が議
長に選ばれ，本部評議員会報告に続
いて，昨年３名の新入会員を迎え，
現在１２９名の会員数になったことな
ど庶務報告の後に議事に入った。
「平成２３年の一般会計歳入歳出及び
特別会計決算報告」と「平成２４年事
業計画案」さらに「平成２４年一般会
計予算案」が承認され，次年度総会
開催地は福山地区そして東福会の当
番で行われることに決定した。
続いて協議に入り，母校の水道橋
移転事業に，平成８年に定期預金し
ている５００万円の基金と今月会員一
人２万円を県歯会で引き去り，目標
金額７４０万円を寄贈することが支部
長より説明があり，了承を得た。
次いで谷 信吾理事を座長に，東
京歯科大学歯科放射線学講座佐野

司教授をお迎えし「歯科臨床での画
像をあらためて見直す―デンタル・
パノラマそしてCBCT画像―」の
講演があった。
講演の前に水道橋移転の進捗状況
や今後の展望そして大学の入学者応
募状況そして国家試験の合格率の変
遷と今後の努力目標が説明され，本
題に入った。デンタル写真とパノラ
マ写真の読影のポイント。CBCT
で何が見えるかまたどの様に利用で
きるか？その特徴は。そしてインプ
ラントの画像診断で大事なポイント
は？などの詳しいご講演をいただ
き，福島原発の影響で，過敏になっ
ている，放射線の影響についての対
応の説明で２時間の講演は終わった。
その後記念写真撮影をし，懇親会
に移った。林 克宏副支部長の挨拶
に続き，中村 博顧問の乾杯の発声
で宴は始まった。
１年に１回の同窓同士の歓談は
アッと言う間に経過し，恒例の輪に
なっての校歌斉唱の後，野間 博副
支部長の閉会の挨拶で散会した。

（髙木尚美 記）

支部のうごき
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大 分 県 支 部

平成２３年度総会および学術講演会
東京歯科大学同窓会大分県支部平
成２３年度総会が平成２４年４月２１日大
分オアシスタワーホテルにて開催さ
れました。吉武 勝副支部長の開会
の辞に続き，吉澤健介支部長より挨
拶を頂きました。会務報告ではこの
一年で亡くなられた４名の先生方に
黙祷を捧げ，新入会の川上和久先生
のご紹介をしました。その後吉澤支
部長より九州地域同窓会・支部長会
ならびに本部評議員会についての報
告があり，続いて会計報告，監査報
告があり，平成２３年度の会計決算の
承認を行い，平成２４年度の会費徴収
方法の承認を行いました。最後に，
来年度より吉武 勝先生に支部長に
なっていただく事を出席者全員で承
認し総会を終了しました。
学術講演は解剖学講座主任教授の
阿部伸一先生に「臨床に役立つ機能
解剖」と題してお話していただきま
した。最初に「インプラントオペ，

外科小手術の危険回避に関するポイ
ント」についてお話になり，歯牙喪
失後の顎骨の変化により神経血管等
の位置が有歯顎の場合とどう変化す
るのかを解説していただきました。
続いて「総義歯製作の勘所および高
齢者の咀嚼・嚥下機能」についてと
いうお話では，高齢者の嚥下機能を
理解し嚥下機能を取りいれた義歯の
作成がなぜ重要なのか，義歯の吸着
における機能解剖学の理解の重要性
について解説していただきました。
阿部先生からは昔懐かしい解剖学
の空欄の付いたハンドアウトを頂き
骨・神経血管の変化や筋肉，顎関節
の作用，動きについて動画等を使っ
て非常にわかりやすくお話いただき
会員の先生方にも大変好評でした。
最後に，最近の東歯大の様子につい
てお話いただき講演会は終了しまし
た。
記念撮影の後，場所を都町にあり
ます「ふく亭本店」に移し懇親会を

行いました。吉武副支部長の乾杯の
音頭で始まった懇親会はすぐに和気
あいあいとした雰囲気となり，シー
ズンも終盤となったふぐに舌鼓を打
ちながら，ビール，日本酒，ひれ酒
とお酒もみなさん進み，お店の方か
らも“皆さん仲がよろしいですね”
などと言われているうちに，楽しい
時間はすぐ過ぎてしまうもので，
あっという間にお開きの時間となっ
てしまいました。外はあいにくの雨
模様でしたが，十数名の先生方は二
次会にも参加され，今年の総会・懇
親会も無事終えることができまし
た。 （小野 聡 記）

支部のうごき
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クラス会だより

踏 志 会 昭和４１年卒

第１０７回踏志会東京支部会
踏志会の皆様，お変わりありませ
んか。久し振りに踏志会東京支部会
の様子をお伝えいたします。
早いもので，１０７回を数えました。
２，５，８，１１月と，年４回のペー
スで２７年目を迎えました。
安藤君の尽力で，神奈川支部会と
合同で開催したり，奥方同伴の会も
と，フランス，日本，中華料理……
etc. 「グルメの会」などを設け，家
族共々の親交を深めております。今
回は，２月２７日（月），青木君のお世
話で，神楽坂の酒蕎庵〈まろうど〉
で開催。
午後７時少し前から，出席予定の
クラスメートが三々五々姿を現し，
先ずは“やぁやぁ。元気か！”との
声掛け。久し振りの笠井君の元気な
顔も見え，早速，互いの近況報告。
定刻午後７時を少し回ったところ
で，支部会長柴山君の“始めよう
か。最初に，１月に急逝した山口

英男君の冥福を祈ろう”との言葉で
一同静粛に，しばらく黙祷。議事に
入り，踏志会会長上竹君から，大
学・同窓会関連の報告。続けて，今
秋の第４７回踏志会総会（三重県：担
当幹事武藤章美君）について，本
部，支部会とも出来るだけバック
アップしようとの提案があり，一同
賛成。次回，次々回総会の予定に話
題が進んだ頃，出席予定でなかった
朝浪君が姿を見せる。“大学の会議
が中止になったので来られた”との
こと。“いよっ！第５０回踏志会総会
担当幹事登場！”と誰かの声，“任
せておけ！”と朝浪君。その後，特
に緊急議題もなく会議は終了，懇親
会へ。
柴山君が“では乾杯を……”と，
今度は１期先輩の臼井久雄先生がみ
えました。お住まいがすぐ近くとの
ことと，“柴山先輩（？）に会える
から，図々しくも顔を出しました”。
一同，拍手で歓迎。全員元気よく“カ

ンパーイ‼”。
美味しい鍋料理とお酒を友に，イ
ンプラントの話（朝浪君）で始ま
り，趣味の野球（とは言え今も野球
部現役連中と試合をするという門屋
君），専業（？）森林インストラク
ターの話（笠井君），ゴルフ（黒田
君），SL写真家（？）の撮影秘話
（野村 昌君），ペットのワンちゃん
自慢（柴山君），そして学生時代の
懐かしいお話（臼井先生），などな
ど。ちょっと淋しいですが，各自の
健康問題も真剣な話題に。クラス
メートの懇親は限りなく続きます。
１０時半過ぎ，柴山君の“そろそろ
この辺で”との声で，さすがカメラ
マン，野村 昌君が一同を手際よく
整列させ，構図を決め，シャッター
はお店の御主人にお願いして記念撮
影。５月の再会を約してお開きとな
りました。 （臼田 威 記）
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紫 雲 会 平成４年卒

我々紫雲会は卒後２０年となりま
す。そこで，節目の年を記念し，３
年ぶりに皆で集まることになりまし
た。不定期に，幹事の都合で開催さ
れるこの紫雲会ですが，少しでも一
緒に勉強したことがある仲間や，家
族もWelcome！という会です。
今回は秋も深まってきた１１月１９

チョウムライ

日，汐留の，中国飯店 潮夢来に
て開催されました。当日は低気圧の
影響で激しい風雨でしたが，全国か
ら６０名を超える仲間が集まりまし
た。副主任だった櫻井 薫先生（有
床義歯補綴学講座），保坂 誠先生

（千葉県立保健医療大学），早川吉彦
先生（北見工業大学）においても，
お忙しい中ご出席いただきました。
会に先立ち，宮城県の秋元君よ
り，東北地方太平洋沖大地震の後，
同窓会を通じて沢山の義捐金，支援
物資に対して，丁寧な御礼の挨拶が
ありました。仲間の菊池君（宮城
県）や大内君（福島県）らも大変な
被害を被ったが今は無事であること
を聞きました。
続いて学年代表の羽賀君から開会
の挨拶，そして前回から今日までに
亡くなった田中慎一郎君，村上雅紀

君，佐藤るりさんに対して黙祷を捧
げました。
櫻井教授からのご挨拶では「２０年
も経つと，みんな俺と見た目が変わ
らないぐらい貫禄がついたなあ」
と，お褒めの言葉？を頂きました。
早川先生，保坂先生からもご挨拶を
頂き，乾杯となりました。
鹿児島の下津君から，幻の焼酎

「村尾」の差し入れがあり，北京
ダックや黒酢の酢豚など料理も美味
しく楽しいひとときを過ごしまし
た。稲毛キャンパスでの学生時代の
話に花が咲く一方，子育てのことだ
けでなく，自分の病気や両親の介護
も話題となり，４０代半ばという年齢
を感じずにはいられませんでした。
途中，「２０年も経つと，薄くなった
り，大きくなったりで，誰だか分か
らない人がいる。どうして名札を用
意していないの？」と，自分のこと
を棚に上げた美魔女様達よりクレー
ムを頂きましたが，はい×２と笑顔で
誤魔化しつつ，楽しいひとときは，
あっという間に過ぎていきました。
さて，次回の幹事は，Ｄ班班長
だった宮﨑君にお願いして，中締め
となりました。
尚，Facebook にて，バーチャル
紫雲会を毎日開催中です。
http : //www. facebook. com / jn1
takahashi （髙橋潤一 記）

クラス会だより
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燦 和 会 平成１０年卒

平成１０年に卒業してから実に１５年
もの歳月が流れた本年２月１１日，ホ
テルメトロポリタンエドモントにて
卒業後初めての同窓会が開催されま
した（１５年間１度も同窓会を開催し
ない学年も珍しい）。当日は７０数名
の参加でしたが，皆そのほとんどが
卒業式以来の再会となりました。社
会に対して何の責任もなかった学生
時代から，気がつけば４０歳という年
齢がもうすぐそこまできている。家
庭や仕事，社会に対して大きな変化
が各人で動いていたであろう，短い
ようで長い１５年であったのではない

だろうか。当日は開宴に先だち，昨
年の東日本大震災で大きな被害を受
けた宮城県気仙沼在住の佐藤 晶君
の挨拶から始まりました。震災直後
の惨状や今だ復興には程遠い現地状
況の話など，彼の地元気仙沼に対す
る大きな誇りと愛着を学生時代から
聞いていただけに，その心中察する
に余る内容でした。
開宴後はそれこそ時間はあっとい
う間に過ぎていき，学年主任であら
れた一色泰成先生，副主任の斉藤
力先生のお話や，現在も大学に在籍
する古澤成博先生からは大学の現状

などの話を聞くことができました。
皆がそれぞれ話に夢中になりすぎて
開始１時間が過ぎても誰もほとんど
料理に手をつけないような状態で，
途中マイクアナウンスで料理を食べ
るよう指示したほどでした。
１５年間同窓会を開催しなかった学
年なので，次回第２回の開催も１０年
後くらいになるのであろうか？さす
がにその頃は外見も風貌も皆大きく
変わってしまう再会となるだろう。
今と変わらぬ我らが母校，東京歯科
大学の発展がその時聞ければ幸いで
す。 （内山博人 記）

クラス会開催日程

黎 明 会（昭和５７年卒） と き 平成２４年１１月３日（土・祝）１５：００～
ところ 東京 ホテルグランドパレス

新 葉 会（昭和６３年卒） と き 平成２４年７月２８日（土）１７：３０～
ところ 東京ドームホテル ４２階ペガサス

クラス会だより
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OB会・グループ・サークルだより

２０１１年１１月６日（日）「銀座ファー
ストファイブガーデン」にて，第４３
回全国歯科学生総合体育大会での男
子優勝・男女総合優勝ならびに男
子・春季関東医歯薬リーグ１部優勝
祝賀会が，バレーボール部OBで
結成された友萌会主催のもと現役部
員を招待し盛大に開催されました。
最初に友萌会会長の片桐重雄先生

（昭和３７年卒），続いて部長の坂
英樹先生（平成２年卒）の挨拶があ
り，山崎喜之先生（昭和４５年卒）の
乾杯の音頭により祝宴が始まりまし
た。歓談中には，歯学体の男子決勝
戦のDVD映像が会場で流れ，今大
会の圧倒的な強さを目の当たりにし
たOBからは，ワンプレーごとに
感嘆の声が上がっていました。
歓談後，歯学体時主将・田中亜生
君（当時４年），大会MVPに輝い
たエース久保宗平君（当時６年）よ
り優勝報告が行われました。予選
リーグから決勝までの７試合，１
セットも落とさずタイムアウトすら
取らずの完全優勝に対し，OBの先
生方も驚きの色を隠せず称賛の嵐で
した。続いて出席者全員から祝辞を
頂き，片桐会長より現在の主将岡澤

亮平君（当時３年）にOB会から
のお祝いが手渡されました。そし
て，恒例になりつつある？優勝カッ
プによるビールの回し飲みが行わ
れ，OB，現役一体となって優勝の
美酒に酔いしれ，参加者一同で肩を
組み校歌を熱唱し宴も最高潮を迎え
ましたが，時間の都合上名残惜しい
中閉会となり，記念撮影を行い散会
となりました。
出席者（敬称略）：片桐重雄，山崎

喜之，坂本春生，野木敏久，林 好一，
宇井康悦，板垣哲夫，小山 亨，
沼田裕之，遠藤謙吾，藤本 卓，
西間木 俊 光，小 野 瀬 正 浩，坂
英樹，中野典昭，長﨑孝司，上村
智一，小川貴也，山口祐一郎，庄村
隆秀，新谷真基，松村真太郎，甲田
昭彦，宮本政幸，岸本敏幸，久木留
宏和，米澤輝久（卒業年順）。三宅
美樹，山本敬子（衛生士校卒）。

（平成１７年卒 新谷明昌 記）

第４３回歯学体優勝祝賀会を開催して
バレーボール部・友萌会
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自動車部OB会では，毎年会員
や現役部員との親睦のため１泊２日
で，現役部員数名を招待しミーティ
ングを行っています。地方にいる会
員の先生のお世話で，１泊旅行で
あったり，稲毛の自動車部のガレー
ジを見学した後，近くの南千葉サー
キットでの現役とOBの交流で
あったりと毎年いろいろな企画の下
にミーティングを行っています。
今回は，東日本大震災で被害の大
きかった東北地方の会員の方々，福
島県喜多方市の北見千穂先生（昭和
４０年卒），宮城県仙台市の千葉正胤
先生（昭和４４年卒），懸田明弘先生（平
成元年卒）のお見舞いと，一日も早
い復興を祈念し，宮城県の鳴子温泉
にて，紅葉も見ごろの平成２３年１１月
５，６日に行われました。
参加者は最年長の臼井久雄先生，
前会長の大岡紀一郎先生，現会長の
浦井照彦先生をはじめ１５名でした。
林 量一先生は例年通り茅ヶ崎から
輪行で参加されました。また一番の
遠方からの参加は，愛知県岡崎市の
奥平紳一郎先生夫妻で，レストア
なったばかりの初代スバルアルシ
オーネで７４０kmのグランドツーリ
ングで駆けつけてくれました。
１日目の鳴子温泉での宴会では，
千葉正胤先生からお見舞いのお礼の

挨拶があり，当時の状況や教訓など
の貴重な体験談が披露されました。
また参加者全員に当時の模様が映さ
れたDVDが配布されました。在学
中に千葉先生と同じ釜の飯を食べた
先生方は，無事に再会できた事を大
変喜んでいらっしゃるようで，部屋
に戻ってからの，２次会も夜遅くま
で続きました。例年とは異なった，
「絆」を感じさせる宴会でした。
また，翌日は会員の林 量一先生
の同級生の昭和４８年卒の鈴木一雄先
生のお世話で，気仙沼の視察を行う
事が出来ました。会員の方からは，
物見遊山のようで，如何なものか，
との意見もありました。しかし，地
元の鈴木先生からぜひ見ておいたほ
うがいいです，との提案を頂き視察
が実現しました。
気仙沼市内に入ってすぐには建物
が特に倒壊した様子もなく普通の町
のようでしたが，外路地の植木には
幹はあるものの葉がなく，ことごと
く枯れていたのが印象的でした。昼
食でお邪魔した寿司屋の店内は何事
もなかったかのように，きれいに
なっていましたが，壁には約１m
のところに線があり，この線まで水
に浸かったとご主人から説明があり
ました。
昼食後には，気仙沼湾に面した被

害の大きかった地域に行きました。
あの３月１１日の夜テレビで中継され
ていた，赤々と火事で燃えていた地
域がここなんだと，感慨新たでし
た。コンクリートの建物は骨格だけ
がかろうじて残っていましたが，そ
れ以外のところは何もなくなってい
ました。この地域はいまだに電気が
通じていないらしく，交差点では警
察官が手信号で交通整理をしていま
した。
前日の鳴子温泉での紅葉狩り，次
の日の気仙沼での津波による惨状を
見ると，自然の雄大さと厳しさを改
めて感じさせられた２日間でした。
ご自身も被災したにも拘らず快く
ご案内して下さった，鈴木一雄先生
には改めて御礼申し上げます。
被災地の早期の復興と繁栄を心よ
りお祈り申し上げます。
参加者氏名（順不同）
臼井久雄（４０年卒），大岡紀一郎（４２
年卒），浦井照彦（４３年卒），千葉正胤
（４４年卒），実成 誼（４５年卒），角田
正健（４６年卒），山田英夫（４６年卒），
林 量一（４８年卒），奥平紳一郎（５６
年 卒），鈴 木 潔（５６年 卒），真 山
敦（Ｈ２３年卒），新野哲也（４年），
小野瀬佑紀（３年），谷本雄輝（２
年）敬称略

（昭和５６年卒 鈴木 潔 記）

自動車部OB会
第１２回「轍会」東日本大震災気仙沼ミーティング

紅葉の鳴子温泉にて

先ほどのすし屋前とくらべ
心なしか表情が

視察前の気仙沼のすし屋にて，
右から２番目鈴木一雄先生

OB会・グループ・サークルだより
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３月
１） 理事会
３月１７日（土） 第２回理事会

２） 委員会
３月１日（木） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
５日（月） 総務・厚生部厚生委員会
７日（木） 事業推進部シンクタンク委員会
９日（金） 広報部広報委員会
１２日（月） 事業推進部（企画会議）
１３日（火） 事業推進部学術委員会（プログラム委員会）
１４日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１６日（金） 事業推進部保険委員会
２３日（金） 渉外部渉外委員会
２３日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２６日（月） 同窓会・会務運営協議会
２６日（月） 事業推進部学術委員会（企画）
２７日（火） 事業推進部学術委員会（研究委員会B）
２７日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２８日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）

３） 出張
３月３日（土） 青森県支部総会 浮地副会長出席

学術講演会 講師・斎藤 淳教授（母校）
９日（金） 東京歯科大学歯科衛生士専門学校卒業証

書授与式 宮地副会長出席
１６日（金） 第１１７回東京歯科大学卒業証書・学位記

授与式 矢﨑会長出席
１７日（土） さいかち坂校舎竣工式

矢﨑会長，他役員出席
１７日（土） 大学支部懇親会 矢﨑会長，他役員出席

４） 事業
３月８日（木） 東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯

会長と同窓会役員との懇談会懇親会
１５日（木） 新入会員オリエンテーション
１９日（月） 水道橋病院臨床研修歯科医修了者へのオ

リエンテーション
２１日（水） 千葉病院臨床研修歯科医修了者へのオリ

エンテーション

４月
１） 理事会
４月１８日（水） 第２回常任理事会

２） 委員会
４月２日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２日（月） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
９日（月） 事業推進部大学連携委員会
１１日（水） 広報部広報委員会
１１日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１１日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１３日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１６日（月） 事業推進部（企画会議）
１８日（水） 事業推進部若手ネットワーク委員会
２１日（土） 事業推進部学術委員会（新人研修会）
２１日（土） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２３日（月） 同窓会・会務運営協議会
２３日（月） 事業推進部学術委員会（企画）
２５日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２６日（木） 事業推進部保険委員会
２６日（木） 事業推進部シンクタンク委員会
２７日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）

３） 出張
４月４日（水） 東京歯科大学歯科衛生士専門学校入学式

矢﨑会長出席
５日（木） 東京歯科大学入学式 矢﨑会長出席
７日（土） 山形県支部総会 矢﨑会長出席

学術講演会 講師・井出吉信教授（母校）
１４日（土） 横浜西部支部総会 加藤木副会長出席
１５日（日） 中国地域支部連合会総会・支部長会

梅村副会長，髙橋専務理事，小徳理事，
原監事出席

２１日（土） 宮城県支部総会 矢﨑会長出席
学術講演会 講師・松坂賢一准教授（母校）

２１日（土） 大分県支部総会
学術講演会 講師・阿部伸一教授（母校）

４） 事業
４月２２日（日） TDC卒後研修セミナー 卒研セミナー

№１ベーシックセミナー（「初診の患者
さんをどうみるか？」～診察と検査の
Point～）

庶 務 日 誌
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５月
１） 理事会
５月１６日（水） 第３回常任理事会

２） 委員会
５月９日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１１日（金） 広報部広報委員会
１１日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１４日（月） 事業推進部（企画会議）
１７日（木） 会務検討特別委員会
１８日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２１日（月） 事業推進部大学連携委員会
２２日（火） 事業推進部学術委員会（プログラム委員

会）
２５日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２８日（月） 同窓会・会務運営協議会
２８日（月） 事業推進部学術委員会（企画）
２９日（火） 事業推進部若手ネットワーク委員会
３０日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
３０日（水） 渉外部渉外委員会
３０日（水） 総務・厚生部厚生委員会
３１日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
３１日（木） 事業推進部シンクタンク委員会

３） 出張
５月１２日（土） 四国地域支部連合会総会

矢﨑会長，髙橋専務理事，久保田理事出席
学術講演会 講師・水口 清教授（母校）

１９日（土） 秋田県支部総会 梅村副会長出席
学術講演会 講師・井上 孝教授（母校）

１９日（土） 北陸地域支部連合会支部長会
臼井常任理事，加藤理事出席

２６日（土） 全国歯科大学同窓・校友会学術連絡会
小林常任理事出席

４） 事業
５月８日（火） 大学との懇談会
１２日（土） TDCインプラントセミナー・マスター

コース
１３日（日） TDCインプラントセミナー・マスター

コース

５） 監査会
５月３１日（木） 監査会

６月
１） 理事会
６月９日（土） 第３回理事会

２） 委員会
６月１日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
５日（火） 事業推進部学術委員会（企画会議）
１１日（月） 広報部広報委員会
１１日（月） 会務検討特別委員会
１３日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１５日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１８日（月） 事業推進部学術委員会（研究委員会Ｂ）
２０日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２２日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２５日（月） 同窓会・会務運営協議会
２５日（月） 事業推進部学術委員会（企画）
２６日（火） 事業推進部（保険委員会）

３） 出張
６月２日（土） 九州地域支部連合会支部長会

宮地副会長，髙橋専務理事出席
１６日（土） 東北地域支部連合会総会

矢﨑会長，髙橋専務理事，高橋理事出席
１６日（土） 近畿地域支部連合会支部長会

臼田常任理事出席
１９日（火） 渋谷支部総会 矢﨑会長出席
２１日（木） 東京地域支部連合会保険講習会

矢﨑会長出席
２３日（土） 福島県支部総会 矢﨑会長出席

学術講演会 講師・山口 朗氏（東京医
科歯科大学大学院教授）

３０日（土） 新潟県支部総会
浮地副会長，髙橋専務理事出席

３０日（土） 信越地域支部連合会総会
浮地副会長，髙橋専務理事，

阿部理事出席

４） 事業
６月２３日（土） TDCインプラントセミナー・マスター

コース
２４日（日） TDCインプラントセミナー・マスター

コース
２８日（木） TDC卒後研修セミナー 卒研セミナー

№２イブニングセミナー１（「有病者の
歯科治療で何を注意すべきか」～歯科治
療時に医療事故を起こす前に～）

庶 務 日 誌
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●昭 １７．９ 卒 藤 原 康 功（９１歳） ２４．２．１８
静岡県支部 〒４３２‐８０１３ 浜松市中区広沢２－２５－１９

●昭 １９．９ 卒 吉 田 勇（８８歳） ２４．２．９
群馬県支部 〒３７０‐０８３７ 高崎市下横町２４

●昭 ２２ 卒 井 上 篤（８８歳） ２４．３．３
福岡県支部 〒８４０‐００１２ 佐賀市北川副町光法１４７７－１３ 江頭歯科医院 江頭健三様方

●昭 ３３ 卒 川 口 晃 司（７７歳） ２４．２．２５
広島県支部 〒７３９‐０４０１ 廿日市市福面３－１－１１

●昭 ３７ 卒 荻 沼 善 也（７４歳） ２４．２．２８
蒲 田 支 部 〒１６６‐０００３ 杉並区高円寺南１－２１－１５

●平 １５ 卒 松 村 泰 樹（３３歳） ２４．２．２９
●昭 ６３ 卒 小船井 尚 子（４８歳） ２４．３．３
新潟県支部 〒９４０‐００７１ 長岡市表町２－１－４－１４０２

●昭 ３４ 卒 宇野澤 璋（７７歳） ２４．３．２
千葉県支部 〒２７２‐０８２５ 市川市須和田２－１－４

●昭 ２３ 卒 佐 藤 勝 也（８５歳） ２４．２．２８
武蔵野支部

●昭 ２５ 卒 石 井 安 敏（８５歳） ２４．３．５
西多摩支部 〒１９８‐００８４ 青梅市住江町４９－１２

●昭 ４２ 卒 増 田 憲 司（６９歳） ２４．３．８
埼玉県支部 〒３４８‐００５２ 羽生市東６－３－９

●昭 １９．９ 卒 水 河 照（９０歳） ２４．３．９
岡山県支部 〒７００‐００２３ 岡山市駅前町１－１０－７

●昭 ４１ 卒 佐 藤 邦 典（７０歳） ２４．３．１１
旭 川 支 部 〒０７０‐００３５ 旭川市５条通１０－９３６ 朝日プラザ５条通り９１３

●昭 ３２ 卒 奥 村 巌（８０歳） ２４．３．１８
埼玉県支部 〒３６１‐００７７ 行田市忍２－４－２２

●昭 ２２ 卒 千 葉 崇 亮（９０歳） ２４．３．３
川 崎 支 部 〒２１５‐００１１ 川崎市麻生区百合丘１－１８－１０

●昭 １９．９ 卒 生 田 政 明（８９歳） ２４．３．２２
埼玉県支部 〒３６５‐００３８ 鴻巣市本町７－２－３０

●昭 ４２ 卒 高 垣 順 吉（７１歳） ２４．３．２６
新潟県支部 〒９４５‐００６６ 柏崎市西本町１－１１－８

●昭 １６ 卒 田 中 進（９３歳） ２４．３．２８
埼玉県支部 〒３６５‐００３８ 鴻巣市本町５－６－４０

●昭 １６ 卒 大久保 義 勝（９２歳） ２４．３．２８
大分県支部 〒８７９‐０６０６ 豊後高田市玉津３９３－１

●昭 １６ 卒 紀 陸 一 夫（９２歳） ２４．３．３０
埼玉県支部 〒３６５‐００３８ 鴻巣市本町３－９－２７

●昭 ２９ 卒 小 林 昭 雄（８３歳） ２４．２．１
秋田県支部 〒０１６‐０８２２ 能代市東町４－４

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）
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●推 薦 石 塚 旬 子（８２歳） ２４．１．２８
千葉県支部 〒２６０‐０８５４ 千葉市中央区長洲１－３１－２

●昭 ２２ 卒 大 村 春 夫（８９歳） ２４．３．２４
静岡県支部 〒４３１‐３１１３ 浜松市東区大瀬町１３４７

●昭 １７．９ 卒 小 林 哲 郎（９３歳） ２４．３．３１
三重県支部 〒５１５‐００８３ 松阪市中町１９０３－２

●昭 １５ 卒 野 呂 璋 明（９４歳） ２４．４．６
四谷牛込支部 〒１６２‐０８５２ 新宿区南榎町５７

●昭 １９．９ 卒 沼 田 丈 治（９０歳） ２４．２．２２
広島県支部 〒７３１‐０１３８ 広島市安佐南区祇園１－３２－８ 沼田小児科医院

●昭 ２６ 卒 武 部 喜 平（８６歳） ２４．４．６
玉 川 支 部 〒１５８‐００８３ 世田谷区奥沢７－１４－１

●昭 ２６ 卒 布 施 正 夫（８２歳） ２４．４．１４
神奈川相北支部 〒２２９‐０１０２ 相模原市相模湖町与瀬本町４５

●昭 ２５ 卒 松 本 新一朗（８８歳） ２４．４．１６
苫小牧支部 〒０５３‐００２１ 苫小牧市若草町５－７－２

●推 薦 会 員 山 口 富二雄（７５歳） ２４．４．１８
鳥取県支部 〒６８３‐０８１１ 米子市錦町３－９０－８

●昭 ４０ 卒 菰 田 豊（７８歳） ２４．４．２４
愛知県支部 〒４５３‐０８１１ 名古屋市中村区太閤通６－９９

●昭 １９．９ 卒 山 﨑 智（８８歳） ２４．４．２７
世田谷支部 〒１５５‐００３１ 世田谷区北沢１－２１－６

●昭 ３６ 卒 松 本 茂 男（８５歳） ２４．４．２９
丸の内支部 〒３２９‐３１５３ 那須塩原市大原間４０４－８

●昭 ２０．９ 卒 正 木 光 児（８７歳） ２４．５．２
群馬県支部 〒３７０‐３３４７ 高崎市中室田町２２５４ 新生の園４０１

●昭 ３３ 卒 植 松 英 臣（７８歳） ２２．７．８
四谷牛込支部 〒１１３‐００２３ 文京区向丘１－２０－６－１２０４

●昭 ５０ 卒 小 林 朗 男（６２歳） ２４．５．８
北多摩支部 〒１８２‐００２２ 調布市国領町１－４４－１－７０６

●昭 １６ 卒 山 下 達 郎（９３歳） ２４．５．６
函 館 支 部 〒０４０‐００１１ 函館市本町７－１

●昭 １８．９ 卒 佐 藤 正 士（９０歳） ２４．５．１４
神奈川西湘支部 〒２５４‐００６２ 平塚市富士見町５－２７

●昭 ４４ 卒 竹 田 進（７０歳） ２４．５．１３
島根県支部 〒６９７‐１３２６ 浜田市治和町ロ５２８

●推 薦 会 員 海老原 きみ子（９９歳） ２４．５．１４
滝野川支部 〒１１４‐００１５ 北区中里１－１１－１１

●昭 １７．９ 卒 髙 橋 立 夫（９０歳） ２４．５．２１
広島県支部 〒７２１‐０９７５ 福山市西深津町３－８－１

●昭 １７．９ 卒 澤 田 郁 夫（９０歳） ２４．５．１８
愛知県支部 〒４６２‐００２８ 名古屋市千種区東明町３－６－１２

●昭 １５ 卒 山 下 敏 彦（９５歳） ２４．５．２５
兵庫県支部 〒６５９‐００２１ 芦屋市春日町１－１２

●昭 ９ 卒 三 好 春 航（９８歳） ２３．１２．１２
愛媛県支部 〒７９９‐３７０３ 宇和島市吉田町東小路甲１４３

逝 去 会 員
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広報部広報委員会
委 員 長 臼田 準
副委員長 福井 雅之

山口 雅史
委 員 古澤 成博

佐々木葉子
志村 圭子
渡邊 宇一
島田 篤
西村 哲雄
宇佐美貴弘
小貫 飛鳥
横田 東生

広報部担当理事 小池 修

◆投 稿 規 定
⑴ 原稿締切り
原稿の締切りは，奇数月の１０日までとし，原則
として翌月発行の会報に掲載いたします。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮ください。ワープロ使用の場合は１行
１６字で設定して下さい。写真はピントのあった
ものを，大きいサイズ（２Lなど）で，集合写
真のみでなく，スナップなども添えて下さい。

⑶ 投 稿 字 数
① 「すいどうばし」欄（随想，詩，短歌，時評な
ど）は，１編１，６００字程度

② 「支部のうごき」「クラス会だより」は，本文
のみの場合１，６００字程度。写真が入る場合，３

段抜き９００字，２段抜き４００字，１段抜き２００字
減らして下さい。

③ 「追悼」は，５００字程度
⑷ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。
なお，掲載については委員会にご一任いただきます。

⑸ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真などの場合は，その旨書き添えて
下されば返送いたします。
写真は同窓会ホームページにも掲載されること
があります。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページhttp : //www.tdc-alumni.jp/membersonly/kouhoubu.php をご覧下さい。

◆へんしゅうこうき ★ 今年度より広報部広報委員会委員長に任命されました。
これまで封筒の透明化，表紙の変更，カラーページ化を進めてきました。
さらに写真を多く取り入れ，興味ある記事の掲載に心がけより多くの会員の皆様
に読んでいただけるように努力したいと思っています。
また従来のホームページ委員会と会報誌委員会が合併し広報部広報委員会となり
ました。投稿先の窓口も一つにしてタイムリーな情報やデーター量の多い原稿，枚
数の多い写真等はホームページに掲載し，記録として残したいものや，各年代幅広
く伝えたいものは会報誌とその情報の特徴によって会報誌あるいはホームページに
発信していく予定です。
★ さいかち坂校舎が完成しました。今年４月より新一年生を迎え水道橋移転は順調
に進んでいます。竣工式の様子や各フロアーの様子はグラビア写真でご覧いただけ
ると思います。また学生さんの生活の様子や新しい設備等も取材をさせていただき
ましたので次号に掲載をする予定です。
★ 第１０５回国家試験の発表がありました。我が東京歯科大学の合格率は２９校の歯科
大学のトップとなりました。素晴らしいことです。今回掲載の学長との座談会にお
いて大学職員，教職員，学年主任，副主任，学生が一丸となって勝ち得た成果であ
ると聞きました。以前に合格率が低迷したとき，このままではいけないという危機
感のもと毎年積み重ねた大学関係者の努力の賜物です。そして今後これを維持して
いくことの難しさは計り知れないことと思います。ぜひ，頑張っていただきたいと
思います。 （臼田 準 記）

平成２４年６月２０日 印刷
平成２４年６月２５日 発行
東京歯科大学同窓会会報 第３８６号

発行人
編集人

小 池 修
臼 田 準
東 京 歯 科 大 学 同 窓 会

同窓会ホームページアドレス
http://www.tdc-alumni.jp

〒１０１‐００６１ 東京都千代田区三崎町２－９－１８
電 話（０３）５２７５－１７６１
ＦＡＸ（０３）３２６４－４８５９

印刷所 一 世 印 刷 株 式 会 社
〒１６１‐８５５８ 東京都新宿区下落合２－６－２２

電 話（０３）３９５２－５６５１（代）
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